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安全上の重要事項
製品の運転操作、保守整備、修理時に発生する事故の多くは、基本的なルールや注意事項を守らな
かったことが原因となっています。事故の多くは、事前に危険な状態を確認することによって、未然
に防ぐことができます。作業者は事前に危険な状況に対し警戒しなければなりません。作業を適切に
行うためには、必要な訓練を受け、技能を身に付け、また適切な工具を使用する必要があります。

不適切な製品の運転操作、潤滑、保守整備、修理を行うことは危険であり、その結果、重傷事故や死
亡事故を起こすおそれがあります。

本製品の運転操作、潤滑、保守整備、修理に関する情報を熟読して理解するまでは、それらの作
業を行わないでください。

本取扱説明書および製品には、安全に関する注意事項および警告が記されています。これらに留意し
ないと，作業者自身または周囲の人たちが重傷事故や死亡事故を起こすおそれがあります。

危険に対しては、“警戒マーク”で表示されており、それに続いて“危険”、“警戒”“注意”の“標識”で表示し
ています。 警戒マークの“警告”ラベルを次に示します。

この警告記号は、次のような意味を表しています。

注意！ 危険防止！ あなたの安全に関わります。

この警告の下に表示されるメッセージは該当する危険について説明するもので、文字または図
で表されます。

製品を損傷するおそれのある運転操作については、製品上および本書内で“注記”ラベルにより明示され
る箇所にリストアップされています（このリストはすべてを網羅するものではありません）。

Perkins社では、すべての危険な状況を完全に予測することはできません。従って、本書および製品
に添付したラベルに記載されている警告内容は、必ずしもすべての状況を想定しているわけではあり
ません。作業場所特有の規則や諸注意等、その使用場所で本製品を運転する際に適用されるすべて
の安全上の規則や諸注意に関して考慮したと確信できない場合は、本書の記載と異なる方法で本製
品を使用しないでください。Perkins社で推奨していない工具、手順、作業方法、操作技術を使
用する場合は、それが作業者自身および他の人々に対する安全を自らの責任で確認する必要があり
ます。 また、実施する運転操作、潤滑、保守整備、修理により、本製品が損傷したり、または安
全性が損なわれたりしないことも、確認する必要があります。

本書の説明、仕様およびイラストは、本書を作成した時点での 新情報に基づいています。これら
の仕様、締付けトルク、作動圧、測定値、調整値、イラストなどは予告なく変更されることがあり
ます。 また変更された内容によっては、整備作業に影響を与えることがあります。 作業を始める
ときは必ず、 新情報を確認し充分に内容を理解してから実施してください。 新情報はPerkins
特約販売店で入手できます。

本製品に交換部品が必要になった場合は、Perkins
では、Perkins 製の部品またはそれに相当する仕様（寸
法、タイプ、強度、材質をいいますが、これに限
定されません）の部品を使用することを推奨して
います。

この警告を守らないと、早期故障、製品の損傷、
重傷事故または死亡事故を起こすおそれがありま
す。

米国では、排ガス規制装置や排ガス規制システムの保守整備、交換、または修理を、修理業者または
所有者が選定した個人が実施する場合があります。
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ははじじめめにに

本書に関する情報
本書には，安全および操作上の指示，潤滑およ
び整備についての情報が記載されている。本書
は，エンジンエリア近辺に設けたドキュメント
用のホルダまたは収納エリアに保管しておくこ
と。本書については，内容に目を通してその意
味を理解するとともに，エンジン関連の情報や
書類と一緒に保管しておく必要がある。

基本的にPerkins からの刊行物は英語で記述さ
れている。英語の使用は，他言語への翻訳およ
び一貫性の維持を簡単化するためである。

掲載した一部の写真やイラストについては，そ
こに示されている細部やアタッチメントが実際
に使用されるエンジンとは異なっている場合も
ある。説明上の便宜から，保護装置やカバーが
図中に示されていない場合もある。 使用される
エンジンについては，継続的な設計の改善と改
良のため，本書に記載されていない変更事項が
生じる場合がある。使用されるエンジンおよび
本書に関する質問については，最新情報を持つ
Perkins ディーラまたはPerkins の代理店に問
い合わせること。

安全
本項には，基本的な安全についての注意事項が
記載されている。同じく本項では，危険に関す
る事項や，警戒すべき状況についても説明して
いる。本項に記載されている基本的な注意事項
に目を通してその内容を理解するまでは，本製
品の潤滑，整備，修理を行わないこと。

運転
本書に記述されている操作技術は基本的なもの
である。これらの情報は，エンジンのより効率
的かつ経済的な運用に必要となる能力と技術の
取得に寄与するはずである。オペレータの能力
と技術は，エンジンおよびその性能に関する知
識をより深く知ることで向上していく。

運転操作編に記述されているのは，オペレータ
用の参照情報である。オペレータが行うべきエ
ンジンの点検，始動，操作，停止については，
必要なすべての手順が，写真やイラストを用い
て解説されている。本項には，電子的な診断情
報に関する説明も含まれている。

保守整備
保守整備の項は，エンジンの手入れをする上で
のガイドとなっている。そこに記載されたス
テップバイステップの作業手順は，サービス時
間またはカレンダー時間でのメンテナンス間隔
で分類されている。 その次には，メンテナンス
スケジュールの各項目およびその詳細について
言及されている。

推奨されているサービスについては，給油整備
間隔に示された適切な期間ごとに実施しなくて
はならない。給油整備間隔の内容については，
エンジンの実際の運用環境も反映されるべきで
ある。よって，極端にホコリが多い，湿度が高
い，気温が低いなどの過酷な運用環境における
潤滑や整備については，給油整備間隔に定めら
れた期間よりも頻繁な実施が必要となる場合も
ある。

メンテナンススケジュールにおける項目は，予
防メンテナンスの管理プログラムを念頭にした
構成となっている。 予防メンテナンスのプログ
ラムに従った場合，定期調整は必要とされな
い。予防メンテナンスの管理プログラムの利用
は，想定外のダウンタイムや故障を抑制し，そ
れに付随したコスト回避によって作業コストを
最小化するはずである。

保守整備間隔
各項目に対するメンテナンスは，必要とされる
間隔ごとに実施すること。メンテナンススケ
ジュールについては，簡易的な防備録として使
えるよう，エンジンの近くに何らかの形式で表
示しておくことが推奨される。同じくメンテナ
ンスについての履歴も，エンジン関連の記録に
含めて残しておくことが推奨される。

各自の運用環境で生じる要件に則したメンテナ
ンススケジュールの調整については，Perkins
ディーラまたはPerkins の代理店に問い合わせ
ること。

オーバーホール
エンジンの主要なオーバーホールについては，
実施の間隔とメンテナンスの項目を除き，取扱
説明書ではその詳細をカバーしていない。主要
な修理については，Perkins の認可を受けてい
る者のみが実行すること。 Perkins ディーラお
よびPerkins の代理店からは，各自のオーバー
ホールプログラムにて選択可能な各種のオプ
ションが提示されるはずである。主要なエンジ
ン故障については，その後のオーバーホールに
関する多数のオプションが用意されている。オ
プションの詳細については，Perkins ディーラ
またはPerkins の代理店に問い合わせること。
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カリフォルニア州提案65による警告
カリフォルニア州では、ディーゼル･エンジン
の排出ガスおよびその成分の一部が癌、先天的
欠損、その他の生殖障害の原因になると見なさ
れています。バッテリ･ポスト、端子、関連部
品には、鉛および鉛の化合物が含まれていま
す。取取扱扱いい後後はは手手をを洗洗ううこことと。
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警警警告告告ラララベベベルルル

エンジンには固有の警告ラベルがいくつか貼り
付けられている場合があります。 この項では，
警告ラベルの取付け位置と具体的な内容を解説
します。警告ラベルの内容はすべて把握してお
いてください。

警告ラベルの内容は，すべて読取り可能な状態
であることを確かめます。説明の文面や図が読
み取れない場合は，警告ラベルを清掃するか交
換してください。警告ラベルの清掃には，布，
水，石鹸を使用します。有機溶剤、ガソリン、
または刺激の強い化学薬品は使わないでくださ
い。溶剤，ガソリン，化学薬品は，警告ラベル
を貼り付けている粘着剤を弱める場合がありま
す。粘着剤が劣化した警告ラベルは，エンジン
から剥がれ落ちるおそれがあります。

警告ラベルが破損または欠落した場合は，新し
いものを貼り付けてください。警告ラベルが貼
られているエンジン部品を交換する場合は，交
換部品に新しい警告ラベルを貼り付けてくださ
い。新しい警告ラベルは，Perkins ディーラま
たは代理店から入手できます。

（1）汎用警告

取取取扱扱扱説説説明明明書書書ののの説説説明明明ととと警警警告告告ををを熟熟熟読読読ししし理理理解解解しししたたた上上上ででで、、、
こここののの装装装置置置ののの運運運転転転操操操作作作あああるるるいいいははは作作作業業業ををを実実実施施施しししてててくくくだだだ
さささいいい。。。上上上記記記ののの指指指示示示ややや警警警告告告事事事項項項ををを守守守らららななないいいととと、、、重重重傷傷傷
事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

図

1

g01231164

（2）クーラントの温度上昇

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：： 高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよっっっててて重重重度度度ののの火火火傷傷傷
事事事故故故ををを起起起こここすすすおおおそそそれれれがががああありりりままますすす。。。 キキキャャャッッップププををを開開開くくく
際際際にににははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止しししてててラララジジジエエエーーータタタががが冷冷冷めめめるるる
まままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。 そそそののの後後後、、、キキキャャャッッップププをををゆゆゆっっっくくく
りりりゆゆゆるるるめめめててて圧圧圧力力力ををを解解解放放放しししてててくくくだだださささいいい。。。
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図
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安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般事事事項項項

図
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車両の整備または修理を行う際は，事前に “運
転禁止”などの警告タグを始動スイッチまたは
コントロールに取り付けておくこと。

図

4
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必要に応じて硬質素材製ヘルメット、保護メガ
ネ、および他の保護具を着用してください。

エンジンのコントロール装置や他の部分に引っ
掛かる恐れがあるだぶついた衣服やアクセサリ
は、着用しないでください。

すべての保護ガードおよびカバーが，エンジン
上に正しく固定されていることを確認する。

エンジン上には異物が無いようにする。デッ
キ、通路、階段上にある、ごみ、オイル、ツー
ル、その他の物は取り除いてください。

保守整備用の液体類は、ガラス製容器に絶対入
れないでください。液体類はすべて適切な容器
に抜き取ってください。

液体類の処分は、現地の法規制に従ってくださ
い。

洗浄溶液はすべて慎重に扱ってください。

必要な修理はすべて報告してください。

無許可の人を車両に乗せないでください。　

バスバーおよびグロープラグを扱う場合は，事
前に必ず電源供給を切り離しておく。

エンジンの整備は，装置類を整備位置にした状
態で行う。装置類を整備位置にする手順につい
ては，OEM情報を参照。

清掃用圧縮空気と加圧水
加圧空気や加圧水によって破片や熱湯が飛散す
る恐れがあります。これは重傷事故につながる
危険性があります。

加圧された空気や水が人体に直接吹きかけられ
ると，傷害の原因となる場合がある。
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加圧された空気や水を清掃に使用する場合は，
防護服，保護靴および眼の保護具を着用する。
目の保護具には、ゴーグルや保護フェース･
シールドがあります。

清掃用の最大空気圧は、205 kPa (（30 psi）)
より低くなくてはなりません。清掃目的の最高
水圧は、275 kPa (（40 psi）)未満でなければ
なりません。

液体の貫通
エンジンを停止した後も、暫くの間は油圧回路
に圧力が残っていることがあります。圧力が正
しく解放されないと、その圧力で油圧オイルや
部品が急激に飛び出たり、パイプ･プラグ等が
急に外れたりする恐れがあります。

油圧コンポーネントは、圧力が解放されるまで
取り外さないでください。さもないと人身事故
を起こす恐れがあります。油圧コンポーネント
または部品は、圧力が解放されるまで分解しな
いでください。さもないと人身事故を起こす恐
れがあります。油圧の解放に必要な手順につい
ては、OEM情報を参照してください。

図

5

g00687600

漏れの有無を点検するときは、必ずボードまた
は段ボールを使用してください。 加圧された状
態で漏れ出た液体は人体を貫通することがあり
ます。液体が皮膚を貫通すると、重傷事故また
は死亡事故を起こす恐れがあります。ピンホー
ルほどの大きさの漏れでも重傷に至る可能性が
あります。液体が肌を貫通した場合は、速やか
に処置を行います。この種の負傷事故に詳しい
専門医の診察を受けてください。

内部液体の漏出
エンジンの点検、保守整備、試験、調整、修理
作業中に液体類は必ず回収するよう配慮してく
ださい。コンパートメントを開いたりコンポー
ネントを分解する際には，液体類の回収に適し
た容器を事前に用意しておく。

• ツールおよび器具は，液体類の回収に適したもの
のみを使用する。

• ツールおよび器具は，液体類の格納に適したもの
のみを使用する。

液体類の処分は、現地の法規制に従ってくださ
い。

i05401136

やややけけけどどどののの防防防止止止

作動しているエンジンのいかなる部品にも触れ
ないこと。エンジンのメンテナンスを行う前
に，エンジンを冷ましておきます。

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整
備または修理をする場合，必ずその前に60秒間
待機して高圧フュエルラインから燃料圧力を解
放しなければならない。

エアシステム，ハイドロリックシステム，潤滑
システム，クーリングシステムの圧力を解放し
てからライン，フィッティング，関連部品を切
り離します。

冷却水
エンジンが作動温度の場合は，エンジンクーラ
ントは高温である。このクーラントには圧力も
かかっている。ラジエータおよびヒータまたは
エンジンに連結するすべてのラインには高温の
クーラントが含まれている。

高温のクーラントまたは蒸気に触れると重度の
火傷をする恐れがある。冷却系統構成部品の温
度を下げてから，冷却水を排出すること。

エンジンを停止し，冷ました後でクーラントレ
ベルの点検を行います。

フィラキャップは冷えてから取り外す。フィラ
キャップの温度は素手で触れられるほどに冷え
た温度にする必要がある。フィラキャップを
ゆっくりと取り外して，内部の圧を解放する。

冷却系統コンディショナにはアルカリが含まれ
ている。アルカリ性の物質は，人身事故の原因
となる場合があります。アルカリ性の溶液が
肌，目または口に触れないようにすること。
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オイル
高温のオイルや高温の潤滑コンポーネントは，
人身事故の原因となる場合があります。高温の
オイルが身体に触れないようにする。また，高
温のコンポーネントも身体に触れないようにす
る。

バッテリ
バッテリ電解液は酸性である。電解液は，人身
事故の原因となる場合があります。電解液が皮
膚や目に触れないようにしてください。バッテ
リの整備をする場合，必ず安全眼鏡を着用する
こと。バッテリやコネクタに触れた後は手を洗
浄してください。手袋の着用を推奨する。

i05444890

火火火災災災おおおよよよびびび爆爆爆発発発ののの防防防止止止

図

6

g00704000

すべての燃料，大部分のオイルおよび一部の添
加剤を含むクーラントは可燃性である。

可燃液体が漏出して，高温の部品または電子部
品の上にこぼれると火災が起きる恐れがある。
火災により，重大事故および器材の損傷が生じ
る恐れがある。

非常停止ボタンを操作した後は，エンジンカ
バーを開ける前に15分間待機する必要がありま
す。

可燃性ガスがエアインレットシステムに吸い込
まれる環境で，エンジンが運転されるかどうか
を確認します。これらのガスは，エンジンの過
回転を起こす恐れがあります。人身事故，物損
事故，またはエンジンの損傷につながる可能性
があります。

可燃性ガスが存在する環境で使用する場合は，
適切な防護機器の詳細について，Perkins
ディーラまたはPerkins の代理店にお問い合わ
せください。

燃料，オイル，異物など，引火性の高い可燃性
物質や導電性材料は，すべてエンジンから取り
除いておきます。 引火性の高い可燃性物質や導
電性材料は，エンジンに堆積しないようにしま
す。

燃料および潤滑油は，適切な表示がある容器に
入れ，部外者が立ち入れない区域に保管してく
ださい。オイルの付いた破片および可燃物は安
全な容器に保管する。可燃性の物質を保管して
いる場所では煙草を吸わないこと。

エンジンを火気にさらさないでください。

排気シールド（装備の場合）は，ライン，
チューブ，またはシーリングに不具合があった
場合に，オイルや燃料の噴霧から高温の排気コ
ンポーネントを保護します。エキゾーストシー
ルドは正しく取り付ける必要がある。

可燃液体が含まれるラインまたはタンクを溶接
しないでください。可燃液体を含むラインまた
はタンクをガス切断しないこと。これらのライ
ンまたはタンクの溶接または切断を行う場合
は，事前に不燃性の溶剤で十分に洗浄する。

配線は，適切な状態で維持してください。すべ
ての電気配線は，適切な位置に通し，確実に固
定する必要があります。電気配線を毎日点検す
る。配線に緩みや擦り切れがある場合は，エン
ジン運転前にすべて修理します。すべての電気
配線接続部は清浄にし，しっかりと固定する。

接続されていない配線や不必要な配線は，すべ
て取り除いておきます。推奨ゲージよりも細い
ワイヤやケーブルは使用しないでください。
ヒューズやサーキットブレーカをバイパスしな
いでください。

アーク放電またはスパークは火災の原因になり
ます。接続部の固定，推奨される配線の使用，
バッテリケーブルの適正な維持は，アーク放電
や火花の発生防止に寄与します。

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。
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エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整
備または修理をする場合，必ずその前に60秒間
待機して高圧フュエルラインから燃料圧力を解
放しなければならない。

エンジンが停止していることを確認します。す
べてのラインおよびホースに摩耗または劣化が
ないか点検する。ホースは，適切な位置に通す
必要があります。ラインおよびホースには，適
切なサポートクランプと固定クランプを取り付
ける必要があります。

オイルフィルタおよびフュエルフィルタは正し
く取り付ける必要があります。フィルタハウジ
ングは適正トルクで締め付ける必要がありま
す。詳細については，分解および組立マニュア
ルを参照してください。

図

7

g00704059

エンジンへの給油は，慎重に行ってください。
エンジンへの給油中に喫煙しないでください。
裸火またはスパークの近くで，エンジンに給油
しないでください。必ずエンジンを停止してか
ら給油をする。

図

8

g00704135

バッテリからは可燃性のガスが生じており，火
気を近づけると爆発する恐れがある。バッテリ
の上部に直火またはスパークを近づけないこ
と。バッテリを充電する場所で煙草を吸わない
こと。

ターミナル間を金属片で接続してバッテリの充
電量を点検しないこと。電圧計または比重計を
使用する。

ジャンプケーブルの不適切な接続は爆発の原因
になり，人身事故を起こす恐れがあります。詳
細については，本書の運転操作編を参照するこ
と。

凍ったバッテリを充電しないこと。爆発の恐れ
がある。

バッテリは，清潔な状態を保つようにしてくだ
さい。カバー（装備の場合）は，セルの上にか
ぶせておく必要があります。エンジンを運転す
る場合は，推奨のケーブル，接続部，バッテリ
ボックスカバーを使用します。

消火器
消火器が使用できる状態にあることを確かめ
る。消火器の使い方に習熟する。消火器の点
検および整備を定期的に実施する。消火器の取
扱説明プレートに記載の推奨事項に従う。

ライン，チューブおよびホース
高圧ラインを曲げないこと。高圧ラインを叩か
ないこと。損傷したラインは取り付けないでく
ださい。
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漏れによって火災が生じる恐れがある。交換部
品については，Perkins ディーラまたはPerkins
の代理店にお問い合わせください。

次の状況のいずれかが生じている場合，それら
の部品を交換する。

• 高圧フュエルラインが外れている。

• エンドフィッティングの損傷または漏れ。

• 外部被覆部の擦傷または切断。

• ワイヤの露出。

• 外部被覆部の部分的な膨張。

• ホースの可動部分にねじれまたはつぶれの跡があ
る。

• アウタカバーに異物の埋没。

• エンドフィッティングの外れ。

すべてのクランプ，ガードおよび断熱板が正し
く固定されていることを確認する。正しく取り
付けることにより，エンジンの作動中に振動が
生じたり，他の部品とこすれ合ったり，過熱し
たりすることを防止できます。

i02657887

けけけがががののの防防防止止止
構成部品の下で作業を行うときは、その構成部
品を適切な方法で支えてください。

別途保守整備で指示がない限り、エンジン運転
中に絶対に調整を試みないでください。

すべての回転部品および可動部品には近づかな
いでください。保守整備を実施するまで、ガー
ドを所定の位置に取り付けたままにしてくださ
い。保守整備実施後は、元の位置にガードを取
り付けてください。

回転するファンの羽根に物を近付けないでくだ
さい。回転するファンの羽根によって物が飛散
したり、切断されます。

対象物を叩く場合は、目を負傷しないように保
護メガネを着用してください。

対象物を叩くと、細片や他の破片が飛散する恐
れがあります。対象物を叩く前に、飛散する破
片によって負傷事故が起こらないことを確かめ
てください。

i05401139

エエエンンンジジジンンンへへへののの登登登りりり降降降りりり
エンジンに登る際は，事前にステップ，手す
り，作業エリアを点検します。それらの部位は
清浄な状態に保ち，適切な修理を施しておく必
要があります。

エンジンへの登り降りは，必ずステップや手す
りのある側から行ってください。エンジンによ
じ登ったり，エンジンから飛び降りたりしない
でください。

エンジンへの登り降りを行う場合は，エンジン
に対面する姿勢で行います。ステップおよび手
すりを使用する場合は，3個所で身体を支える
こと。両足と片手，または片足と両手を用いて
保持するようにします。コントロール装置を手
すりの代わりに使用しないでください。

体重を支えることのできないコンポーネントの
上には立たないでください。適切なラダーまた
は作業台を使用します。装置が動かないように
登降機材をしっかり固定します。

エンジンに登り降りする際は，ツールや備品を
手に持たないでください。ツールや資材を上げ
下げするときはハンドラインを使用します。

i05156916

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動前前前

新しいエンジンを初めて始動するときや，整備
後や修理後のエンジンを始動するときは，オー
バースピードの発生に備えてエンジンシャット
ダウンの準備をしておく。この操作は，エンジ
ンへの燃料供給か空気供給を遮断することで実
施できる。

電子制御式エンジンの場合，オーバースピード
時のシャットダウンは自動で実行される。自動
シャットダウン機能が作動しない場合は，非常
停止ボタンを押すとエンジンへの燃料と空気の
供給が停止される。

潜在的な危険がないかエンジンを点検してくだ
さい。

エンジンを始動する前に、エンジンの上、下、
近くに誰もいないことを確かめてください。付
近に人がいないことを確認してください。

エンジン用照明装置がある場合、それが使用目
的に合致しているか確かめてください。ライト
が装備されている場合，すべて正常に作動する
か確かめる。
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整備手順を実施するためにエンジンを始動する
必要がある場合は、保護ガードと保護カバーを
すべて取り付けてください。回転部品によって
事故が発生しないように、その回転部品の周囲
では慎重な作業を心がけてください。

自動シャットオフ回路はバイパスさせないでく
ださい。自動シャットオフ回路を無効にしない
でください。この回路は人身事故を防止するた
めに装備されているものです。また、この回路
はエンジンの損傷を防止するためのものでもあ
ります。

修理および調整については、整備解説書を参照
してください。

i05765726

エエエンンンジジジンンン始始始動動動

エエエーーーテテテルルルなななどどどのののエエエアアアゾゾゾーーールルル･･･タタタイイイプププののの始始始動動動補補補助助助剤剤剤ををを
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 爆爆爆発発発事事事故故故まままたたたははは人人人身身身事事事故故故
ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

警告タグがエンジン始動スイッチやコントロー
ルに取り付けられている場合は，エンジンの始
動やコントロールの移動を行わないでくださ
い。エンジンの始動は，警告タグを取り付けた
担当者に確認してから行ってください。

整備手順を実施するためにエンジンを始動する
必要がある場合は，保護ガードと保護カバーを
すべて取り付ける必要があります。回転部品に
よって事故が発生しないように，回転部品の周
囲では慎重に作業してください。

エンジンの始動は必ず取扱説明書エンジンの始
動（運転操作編）の手順に従ってください。正
しい手順を知ることは，エンジンコンポーネン
トの大きな損傷を未然に防ぐのに役立ちます。
正しい手順の知識は，人身事故の防止にも役立
ちます。

ジャケットウォータヒータ（装着の場合）が正
常に機能していることを確認するために，ヒー
タの作動中に水温ゲージ（装着の場合）および
油温ゲージ（装着の場合）を点検してくださ
い。

注注注記記記:::潤滑オイルヒータを使用しないでください。

エンジンの排気ガスには有害な燃焼生成物が含
まれています。必ずエンジンを換気の良い場所
で始動し運転すること。エンジンを閉め切った
場所で始動させる場合，エンジンからの排気ガ
スを外部へ排出するようにします。

i05765744

エエエンンンジジジンンン停停停止止止

エンジンのオーバーヒートとエンジンコンポー
ネントの摩耗進展進行を防止するために，取扱
説明書エンジン停止にある手順に従ってエンジ
ンを停止します。

緊急時にのみ非常停止ボタンを使用してくださ
い。通常のエンジン停止に非常停止ボタンを使
用しないでください。非常停止後は、非常停止
の原因が解決されるまではエンジンを始動しな
いでください。

新品またはオーバーホール後のエンジンを初め
て始動する際に過回転状態になった場合は，エ
ンジンを停止してください。過回転状態になる
と，エアシャットオフバルブが作動します。作
動後は，エアシャットオフバルブを手動でリ
セットする必要があります。

i05765756

電電電気気気系系系統統統

充電ユニットの作動中は，充電ユニット回路ま
たはバッテリ回路のケーブルを絶対にバッテリ
から切り離さないでください。一部のバッテリ
では可燃性ガスが発生するので、スパークによ
り発火する恐れがあります。

バッテリから発生する可燃性ガスに火花が引火
しないように，マイナス “−”のケーブルは，最
後に外部電源からスタータモータのマイナス
“−”ターミナルに接続します。

電気配線にゆるみや擦切れが生じていないか毎
日点検してください。緩んだ電気コネクタがあ
れば，エンジンを運転する前にすべて締め付け
ておきます。エンジンを運転する前に，擦り切
れた配線をすべて修理します。始動に関する具
体的な指示事項については，取扱説明書を参照
してください。

エンジンからフレームへのアースストラップが
取り付けられていないエンジンは，電気放電に
より損傷する恐れがあります。

エンジンおよびエンジン電気系統を適切に機能
させるために，バッテリに直結するエンジンか
らフレームへのアースストラップを使用しなけ
ればなりません。 この経路は，エンジン接地を
フレームに直結することで確保できることがあ
ります。
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接地の接続はしっかりと行い，腐食しないよう
にしておく必要があります。エンジンのオルタ
ネータは，オルタネータのフル充電電流に対応
できる最適なワイヤを使用して，マイナス “−”
のバッテリターミナルに接地する必要がありま
す。

i05765722

エエエンンンジジジンンン電電電子子子機機機器器器

電電電子子子制制制御御御シシシススステテテムムムののの装装装置置置やややOOOEEEMMMののの配配配線線線装装装置置置ををを改改改造造造
すすするるるここことととははは危危危険険険でででああありりり、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事
故故故、、、あああるるるいいいはははエエエンンンジジジンンンををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。

エンジンはPandoras デジタルガバナで制御され
ています。コントロールシステムのコンポーネ
ントは次のとおりです。

• コントロールユニット

• アクチュエータ

• セットポイント アジャスタ（装着の場合）

• センサ

• ワイヤリングハーネス

システム説明
システムはエレクトロニックコントロールユ
ニット（ECU，Electronic control Unit）で制
御されています。 ECUには，電子プログラマブ
ル読み取り専用メモリ（EPROM，Electronic
Programmable Read Only Memory）を搭載したマ
イクロプロセッサが含まれています。ガバナの
作動パラメータはEPROMに格納されます。アク
チュエータは機械式リンケージによってフュエ
ルインジェクタに接続されています。

ラップトップコンピュータを使用して，ガバナ
の作動パラメータを設定します。 このラップ
トップコンピュータは，インターフェイスケー
ブルによってガバナに接続されています。ガバ
ナの作動パラメータは，訓練を受けたPerkins
の担当者だけが変更するようにしてください。
詳細については，スペシャルインストラクショ
ンPandoras Digital Governorを参照してくださ
い。
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製品情報編

一般情報
i05765721

電電電子子子制制制御御御機機機器器器ををを装装装着着着しししたたたエエエンンンジジジ
ンンンののの溶溶溶接接接作作作業業業

注意
エンジンのECM，センサ，および関連コンポーネン
トの損傷を防ぐため，適正な手順で溶接を行う必要
があります。できればユニットからコンポーネント
を取り外し、その後コンポーネントを溶接してくだ
さい。コンポーネントを取り外すことができない状
況で電子制御エンジンを装備したユニットに溶接す
る場合は，必ず次の手順に従ってください。次の方
法が最も安全なコンポーネントの溶接手順と考えら
れます。この手順に従えば電子コンポーネントへの
損傷のリスクが最小になるはずです。

注意
ECMやセンサのような電気部品に溶接機を接地しな
いでください。不適切な接地をすると、駆動系のベ
アリング、油圧部品、電気部品、その他の構成部品
を損傷する恐れがあります。

溶接機の接地ケーブルは、溶接する構成部品にクラ
ンプしてください。クランプはできるだけ溶接個所
に近い位置に取り付けてください。これにより損傷
の恐れを少なくします。

111... エンジンを停止してください。スイッチを
「OFF」位置に回し、電源を切ります。

222... バッテリからマイナスバッテリケーブルを外
す。バッテリ･ディスコネクト･スイッチが付
いている場合は、スイッチを切ってくださ
い。

333... ECMからコネクタを切り離します。

図

9

g01324562

上図の例をご参照ください。 溶接機から溶接機の接
地クランプへの電流によって関連コンポーネントが
損傷することはありません。

(1) エンジン
(2) 溶接ロッド
(3) OFF（オフ）位置にあるキースイッチ
(4) 開放（非接続）位置にあるバッテリディスコネクトスイッチ
(5) 切り離された状態のバッテリケーブル
(6) バッテリ
(7) 電気/電子コンポーネント
(8) 溶接中のコンポーネントと電気/電子コンポーネントとの最大

距離
(9) 溶接中のコンポーネント
(10) 溶接機の電流パス
(11) 溶接機の接地クランプ

444... 溶接接地ケーブルを溶接される部分に直接接
続してください。 接地ケーブルを溶接部にで
きるだけ近づけて，ベアリング，油圧部品，
電気部品およびアースストラップが溶接電流
によって損傷する可能性を少なくしてくださ
い。

注注注記記記:::電気/電子コンポーネントが溶接機の接地端子
に使用される場合や、溶接機の接地端子と溶接部の
中間にある場合は、溶接機からの電流によってコン
ポーネントがかなり損傷する恐れがあります。

555... ワイヤリングハーネスに保護カバーを取り付
けて，溶接で生じる異物およびスパッタによ
る損傷を防止する。

666... 素材を溶接する場合は標準的な溶接方法で行
なってください。

14 SJBU8191
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機種外観
i05765767

機機機種種種外外外観観観図図図

4012-46A
次のモデル図は，エンジンの代表的な機能を示
しています。個々の用途の違いにより，ご使用
のエンジンが図と異なることがあります。

注注注記記記:::次の図に示されているのは，整備対象のコン
ポーネントのみです。

SJBU8191 15
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図

10

g02090055

代表例

エンジンの左側面図

(1) ラジエータキャップ
(2) サーモスタットハウジング
(3) クーラント温度スイッチ
(4) エアクリーナ
(5) エアクリーナの目詰まりインジケータ

(6) エアシャットオフバルブ
(7) タイミング点検穴
(8) クランクケースの点検カバー
(9) 3xオイルフィルタ
(10) オイルクーラ

(11) オイルドレーンプラグ
(12) オイルレベルゲージ
(13) オイルフィルタ
(14) クランクシャフトダンパ
(15) エンジンクランクケースブリ－ザ

16 SJBU8191
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図

11

g02090056

代表例

エンジンの右側図

(1) エアシャットオフバルブ
(2) エアクリーナの目詰まりインジケータ
(3) エアクリーナ
(4) エレクトロニックガバナコントロール

ユニット
(5) クーラント温度スイッチ
(6) サーモスタットハウジング

(7) アフタクーラ
(8) ラジエータ
(9) エンジンクランクケースブリ－ザ
(10) オルタネータ
(11) プライマリフュエルフィルタ/ウォー

タセパレータ
(12) オイルポンプ

(13) フュエルプライミングポンプ
(14) オイルパンドレーンプラグ
(15) オイルクーラ
(16) 3xオイルフィルタ
(17) スタータリレー
(18) 2xスタータモータ

i05765735

エエエンンンジジジンンンののの説説説明明明

4012-46A エンジンモデルは発電用に設計されて
います。このエンジンはアフタクーラ付きター
ボチャージ吸気方式で利用できます。

エンジンの仕様
注注注記記記:::1番のシリンダはフロント向きです。 エンジン
のフロントはフライホイールから一番遠くになりま
す。 バンクAシリンダはエンジンの右側にありま
す。 バンクBシリンダはエンジンの左側にありま
す。 エンジンの左右を判断するには，フライホイー
ルの後ろにダンパに向かって立ちます。

SJBU8191 17
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図

12

g01210840

4012-46A エンジンモデル

(A) バンク
(B) バンク
(X) インレット・バルブ
(Y) エギゾースト・バルブ

表 1

4012-46Aエンジンの仕様

サイクル 4ストローク

シリンダ数 12

コンフィギュレー
ション V型

ボア（内径） 160 mm (6.299 in)

行程 190 mm (7.480 in)

排気量 45.84 L (2797.328 in3)

圧縮比 13:1

回転方向（フライ
ホイール側から見
て）

反時計方向

着火順序 1A-6B-5A-2B-3A-4B-6A-1B-2A-5B-4A-3B

インレットバルブ
ラッシュ（コール
ド）

0.40 mm (0.016 in)

排気バルブラッ
シュ（コールド）

0.40 mm (0.016 in)

エンジンの冷却と潤滑
クーリング･システムは次のコンポーネントで
構成されています。

• ギヤ駆動式ウォータポンプ

• エンジン･クーラント温度を調整する水温レギュ
レータ

• ギヤ駆動式のオイルポンプ（ギヤタイプ）

• オイルクーラ

エンジン潤滑油はギヤ駆動式ポンプにより供給
されます。潤滑油は冷やされフィルタされま
す。バイパスバルブの働きにより，オイル粘度
が高い状況下でも，エンジン部品への潤滑油供
給は制限なしで行われます。また，バイパスバ
ルブを使用すると，オイルフィルタエレメント
が目詰まりしても制限されずに潤滑油をエンジ
ン部品に流すことができます。

エンジン効率，排出ガスコントロール効率，お
よびエンジン性能は，正しい運転方法と正しい
メンテナンス推奨事項を遵守しているかに大き
く依存します。エンジンの性能と効率は，推奨
される燃料，潤滑油，クーラントを使用してい
るかにも依存します。メンテナンス項目の詳細
については，本取扱説明書給油整備間隔を参照
してください。
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製品識別情報
i05765730

プププレレレーーートトトおおおよよよびびび合合合格格格証証証シシシーーールルルののの
位位位置置置

エンジンの識別
Perkins 製エンジンの識別は，エンジンシリア
ル番号で行われます。

エンジンシリアル番号の代表例は
DGB M**** U00001Vです。

D スタッフォード製

G 用途（表2）

B エンジンの種類（表3）

M シリンダ数（表4）

***** 固定製造番号

U 英国製

00001 エンジン番号

V 製造年
表 2

特定の条件

G 発電装置

表 3

エンジンの種類（ディーゼル）

f TG

L TAG

A TAG1

B TAG2

D TAG3

M TWG

K TWG2

N TWG3

P TRG1

r TEG2

S TEG3

W TRW2

X TRW3

表 4

シリンダ数

f 6

H 8

M 12

r 16

Perkins ディーラやPerkins の代理店が，当該
エンジンで使用されるコンポーネント群を特定
する際には，この番号全体が必要となります。
これにより，交換部品の番号が正確に識別され
ます。

シリアル番号プレート

図
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g01266904

シリアル番号プレート

エンジンシリアル番号プレートには次の情報が
含まれます。

• 製造場所

• メーカーの電話番号

• メーカーのFax番号

• エンジンの種類

• エンジンシリアル番号

• 定格回転数

• 電源出力

• エンジンタイミング

• 定格

SJBU8191 19
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図
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g01229580

V型 エンジンのシリアル番号プレートの場所

V型エンジンのシリアル番号プレート(1)は，シ
リンダブロックのリア面にあります（バンク
A）。図14 を参照してください。
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運転操作編

吊上げおよび保管
i05765760

エエエンンンジジジンンンののの吊吊吊上上上げげげ

注意
アイボルトおよびブラケットは絶対に曲げないでく
ださい。テンションが加わっている状態でのみアイ
ボルトおよびブラケットに荷重をかけてください。
アイボルトの最大荷重は、サポート用メンバと吊り
上げる物体の間の角度が90度以下になると低下する
点に注意してください。

構成部品を傾斜させて取り外す必要が生じたとき
は、その重量に適した最大荷重のリンク･ブラケッ
トのみを使用してください。

図

15

g01230422

重量部品を取り外す場合は，ホイストを使用し
てください。リフティングビーム(A)を使用し
てエンジンを持ち上げます。すべての支持部材
（チェーンとケーブル）は互いに対して平行に
する必要があります。チェーンとケーブルは，
吊り上げる対象物の最上部に対して垂直にする
必要があります。

エンジンだけを取り外す場合は，エンジン上の
リフティングアイ（吊上げ用の穴）を使用して
ください。リフティング装置がエンジンコン
ポーネントを傷付けないように，必要に応じて
エンジンコンポーネントを取り外してくださ
い。

リフティングアイの設計および取付けは，エン
ジンアレンジメントごとに異なります。リフ
ティングアイやエンジンに変更を行うと，リフ
ティングアイおよび吊上げ用の取付け具が合わ
なくなり使用できなくなります。変更を行う場
合は，適切なリフティング装置の確保も必要で
す。エンジンを正しく持ち上げる際に使用する
固定具については，Perkins ディーラまたは
Perkins の代理店にお問い合わせください。

SJBU8191 21
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i05765777

エエエンンンジジジンンンののの保保保管管管

エンジンの保管については，Perkins Engine
Company Limited，Stafford，ST16 3UB を参照し
てください。

エンジンの保管には，レベル “A，BおよびC”の
3つのレベルがあります。

レベル “““A”””
レベル “A”は，ディーゼルエンジンおよびガソ
リンエンジンを12ヶ月保管できます。このレベ
ルは，コンテナに入れた状態またはトラックで
輸送されるエンジンに利用されます。

レベル “““B”””
レベル “A”の上のレベルです。レベル “B”は，
−15 ~ +55 °C (5 ~ 99 °F)，相対湿度 “90 %”の
通常の保管条件で最大2年間保管できます。

レベル “““C”””
レベル “B”の上のレベルです。レベル “C”は，
熱帯または極寒気候で5年間保管できます。 ま
た，レベル “C”はエンジンを暖房なしの建物ま
たは戸外（防水カバーをかけた状態）で保管し
た場合，欧州のMOD NES 724レベル “J”にも適合
します。
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機能およびコントロール装置
i05765762

モモモニニニタタタリリリンンングググ･･･シシシススステテテムムム

エンジンには，次のパラメータをモニタするた
めのセンサまたはスイッチが装着されていま
す。

• クーラント温度（スイッチ）

• 油圧（スイッチ）

• インテークマニホールドブースト圧（センサ）

• 排気温度（装着の場合）

• エンジンスピード（センサ）

• エンジン過回転（センサまたはスイッチ）

i05765770

セセセンンンサササおおおよよよびびび電電電気気気構構構成成成部部部品品品

センサの位置
図16 および17 は，エンジンの代表的なセンサ
の位置を示しています。特定のエンジンでは，
用途が異なるためにこの説明図とは異なる場合
があります。図16 は，エレクトロニックコン
トロールユニット（ECU，Electronic Control
Unit）の位置を示しています。

図

16

g01231519

エンジンの右側図

(1) エレクトロニックコントロールユニット（ECU，Electronic
Control Unit）

(2) クーラント温度スイッチ
(3) ブースト圧力センサ
(4) スピードセンサ
(5) 油圧スイッチ

図

17

g01231520

エンジンの左側面図

(2) クーラント温度スイッチ
(3) ブースト圧力センサ
(5) 油圧スイッチ
(6) 過回転センサ
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クーラント温度スイッチ

図

18

g01231514

クーラント温度スイッチ

クーラント温度スイッチ(2)は，エンジンクー
ラント温度をモニタします。このスイッチは，
OEM供給パネルへの接続用に供給されていま
す。

ブーストプレッシャセンサ

図

19

g01231515

ブースト圧力センサ

ブーストプレッシャセンサ(3)は，吸入空気マ
ニホールド内の圧力を測定します。信号はECU
(1)に送られます。

スピードセンサ

図

20

g01231517

スピードセンサ

スピードセンサ(4)は，規定の保守整備間隔で
整備する必要があります。取扱説明書スピード
センサ - 清掃/点検を参照してください。

スピードセンサの故障
ECU(1)がスピードセンサ(4)からの信号を受け
取らない場合，エンジンは運転できません。

ECUがスピードセンサ(4)からの信号を受け取ら
ない場合，エンジンは停止します。故障したス
ピードセンサは交換する必要があります。

注注記記::スピードセンサの断続的な故障は，エンジン
の動作が不規則になる原因となります。 また，過回
転の原因にもなります。
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エンジンオイル圧力スイッチ

図

21

g01278615

エンジンオイル圧力スイッチ

エンジンオイル圧力スイッチ(5)は，メインオ
イルギャラリに取り付けられています。エンジ
ンオイル圧力スイッチは，OEM供給パネル(1)へ
の接続用に供給されています。

過回転センサ

図

22

g01231518

過回転 センサ

過回転センサ(6)からの信号は，OEM供給パネル
の過回転スイッチまたは過回転サーキットに
接続されます。
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エンジンの始動要領
i05765774

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動前前前

エンジンを始動する前に，必要な日常メンテナ
ンスと予定されている定期メンテナンスを実施
します。詳細は，取扱説明書給油整備間隔を参
照してください。

注注注記記記:::始動スイッチやコントロール装置に、 “運転禁
止”の警告タグまたは類似の警告タグが付けられて
いる場合は、エンジンを始動したりコントロール装
置を動かしたりしないでください。

111... 燃料供給バルブ（装着の場合）を開きます。

222... エンジンを数週間始動しなかった場合，フュ
エルシステムから燃料が抜けている可能性が
あります。またフュエルフィルタの交換を行
うと，エンジン内にある程度の空気が取り込
まれてエアポケットが発生します。そうした
状況では，フュエルシステムのプライミング
を行う必要があります。詳細は，取扱説明書
フュエルシステム，燃料系統のプライミング
を参照してください。

図
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g01230837

333... 2つのエアシャットオフバルブ(1)が「開」位
置にあることを確認します。

444... エンジンを3ヶ月以上始動していない場合
は，エンジンオイルシステムをプライミング
する必要があります。手順4.a. ~ 4.d.を実施
してエンジンオイルシステムをプライミング
してください。

a. ガバナコントロールの回転数ピックアッ
プコネクタを切り離して，ガバナを
「STOP」位置に保持します。

b. キースイッチを「START」位置まで回し
ます。オイル圧力計が100 kPa
(14.5040 psi)を示すまでキースイッチを
この位置に保持します。そのままキース
イッチをさらに10秒間「START」位置に
保持します。

注注注記記記:::キースイッチはOEM供給パネルの一部です。
始動の正確な手順は異なる場合があります。 正し
い始動手順については，OEMに付属する説明書を
参照してください。

c. キースイッチを「STOP」位置にします。

d. 回転数ピックアップコネクタを再接続し
ます。

これでエンジンの運転準備が完了しました。

i05765717

エエエンンンジジジンンン始始始動動動

通常のエンジン始動手順
注注注記記記:::可能な場合は，エンジンに負荷がかかった状
態で始動しないようにします。

111... キースイッチを「START」位置まで回しま
す。エンジンがすぐに始動するはずです。

222... エンジンが始動したら，キースイッチを「走
行」位置に戻します。

10秒経ってもエンジンが始動しない場合は，
キースイッチを10秒間「走行」位置に戻しま
す。その後，手順1および2を繰り返します。

注注注記記記:::3回試行してもエンジンが始動しない場合は原
因を調べます。

333... エンジンが始動したら，手順3.a. ~ 3.d.を実
施します。

a. 油圧を点検します。

b. エンジンにオイル漏れがないか点検しま
す。

c. エンジンのバッテリが充電されているか
確認します。
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d. エンジンを5分間運転した後，エンジン
モニタリングシステムを点検します。負
荷をかける前に，エンジンが正しく作動
していることを確認してください。

i05765725

寒寒寒冷冷冷時時時ののの始始始動動動

エエエーーーテテテルルルなななどどどのののエエエアアアゾゾゾーーールルル･･･タタタイイイプププののの始始始動動動補補補助助助剤剤剤ををを
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 こここのののよよようううななな行行行為為為ににによよよりりり、、、
爆爆爆発発発事事事故故故まままたたたははは人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。

+10 °C (+50 °F)より低い温度での始動性は，
ジャケットウォータヒータを使用するか，バッ
テリ容量を増やすことで改善されます。
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エンジンの運転
i05765728

エエエンンンジジジンンンののの運運運転転転

適切な運転およびメンテナンスは，エンジンの
耐用年数と効率を最大化させる重要な要素で
す。取扱説明書の指示に従うことにより，最少
のコストでエンジン耐用年数を最大化できま
す。

エンジン運転中にゲージ（装着の場合）が示す
値を監視し，できるだけ頻繁にデータを記録す
るようにしてください。長期的なデータを比較
することで，各計器の正常値が特定できるはず
です。長期的なデータ比較は，異常な運転状態
の発生の検出にも寄与します。測定値の著しい
変化が認められた場合は，問題がないか調査し
てください。

i05765731

燃燃燃料料料節節節減減減のののたたためめめののの推推推奨奨奨方方方法法法

エンジンの効率は，燃費に影響を与えます。
Perkins の設計と製造技術は，あらゆる用途で
最高の燃料効率を実現しています。推奨手順に
従って，エンジンの耐用年数中は最適性能を達
成することができるようにしてください。

• 燃料をこぼさないでください。 燃料は暖まると
膨張します。 燃料がフュエルタンクからあふれ
出る場合もあります。 フュエルラインに漏れが
生じていないか点検してください。 必要に応じ
て，フュエルラインを修理してください。

• 燃料の種類ごとの特性の違いを意識します。 推
奨燃料のみを使用してください。

• 低負荷での不要な運転は避けてください。 エン
ジンに負荷がかかっていないときは，エンジンを
停止する必要があります。

• エアクリーナのサービスインジケータは頻繁に確
認してください。 エアクリーナエレメントが汚
れている場合は交換する必要があります。

• 電気系統は正常な状態に維持してください。
バッテリセルが1個でも不良だと，オルタネータ
に過剰な負荷が加わります。 その結果，余分な
電力と燃料が消費されます。

• ドライブベルトの調整が正しいかを確認します。
ドライブベルトは正常な状態に維持してくださ
い。

• ホースの接続部がすべて確実に締め付けられてい
るかを確認します。 接続部に漏れがないように
してください。

• 被駆動装置が正常に稼動していることを確認して
ください。

• エンジン温度が低いと余分な燃料が消費されま
す。 可能な場合は，ジャケットウォータシステ
ムおよび排気システムの熱を利用するようにして
ください。 クーリングシステムのコンポーネン
トを清潔に維持し，適切な修理を施してくださ
い。 水温レギュレータなしに，絶対にエンジン
を運転しないでください。 これらすべての項目
は作動温度を維持するのに役立ちます。
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エンジン停止
i05765733

エエエンンンジジジンンン停停停止止止

注注注記記記:::コントロールシステムは，個々の用途によっ
て異なります。 シャットオフ手順を理解しているか
確かめてください。 エンジンの停止操作は，次に示
す一般的なガイドラインに従ってください。

111... エンジンの負荷を取り除きます。エンジン
を負荷なしで5分間運転してエンジンを冷ま
します。

222... エンジンのシャットオフシステムに従って冷
却期間の終了後にエンジンを停止させ，イグ
ニッションキースイッチを「OFF」位置に回
します。必要に応じて，OEMから提供される
説明書を参照してください。

i05765742

非非非常常常停停停止止止

注意
非常停止ボタンは非常時専用です。通常のエンジン
停止用に非常停止装置や非常停止ボタンを使用しな
いでください。

エンジンに非常停止ボタンが装備されている必
要があります。非常停止押しボタンの詳細につ
いては，OEM情報を参照してください。

エンジン停止後は，エンジンの動作をサポート
する外部システム用コンポーネントが安全な状
態になっていることを確かめます。

過回転状態になると，エアシャットオフバルブ
が作動します。作動後は，エアシャットオフバ
ルブを手動でリセットする必要があります。

i05765748

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止後後後

注注注記記記:::エンジンオイルを点検する際は，事前に最低
10分間エンジンを停止させ，オイルパンにエンジン
オイルが戻るようにします。

• エンジンにサービスアワーメータが装着されてい
る場合は，その表示値を記録します。 メンテナ
ンスは取扱説明書給油整備間隔に従って実施して
ください。

• クランクケースのオイルレベルを点検します。
オイルレベルは，エンジンオイルレベルゲージの
“MIN”（最低）マークと “MAX”（最大）マークの間
で維持してください。

• 必要な場合は，細部の調整を行う。 低圧フュエ
ルシステムからの漏れおよび冷却，潤滑またはエ
アシステムからの漏れをすべて修理する。

• 燃料中への水分混入を抑制するため，フュエルタ
ンクは満タン状態にしておきます。 フュエルタ
ンクに燃料を入れ過ぎないでください。

注意
取扱説明書の冷却水仕様内で推奨されている不凍液
／冷却水の混合液のみを使用してください。これを
怠るとエンジンを損傷する恐れがあります。

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

• エンジンを冷ましてください。 クーラント量を
点検する。

• 凍結および腐食の保護が適切に行われているかど
うかクーラントを点検してください。 必要に応
じて，適切なクーラント/水混合液を補充しま
す。

• すべての被駆動装置に対して必要な定期メンテナ
ンスを実施します。 このメンテナンスの概要
は，OEMの資料に掲載されています。
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給油整備編

交換容量
i05765754

補補補充充充容容容量量量

潤滑系統
エンジンクランクケースの交換容量は，クラン
クケースまたはオイルパンに標準的なオイル
フィルタを加えた概算の容量で表されていま
す。補助オイルフィルタシステムがあると，追
加のオイルが必要になります。補助オイルフィ
ルタの容量については，OEMの仕様を参照して
ください。潤滑剤の仕様の詳細については，取
扱説明書保守整備編を参照してください。
表 5

エンジン
交換時の容量

コンパートメントまたはシス
テム 4012-46A

クランクケースオイルサンプ(1) 178 L (39.2 Imp gal)

(1) これらの値は，出荷時の標準オイルフィルタおよびオイル
クーラを含むクランクケースオイルサンプの総容量です。補
助オイルフィルタを装着したエンジンには追加のオイルが必
要です。補助オイルフィルタの容量については，OEMの仕様
を参照してください。

クーリングシステム
外部システム容量については，OEMの仕様書を
参照してください。この容量に関する情報は，
クーリングシステム全体に必要なクーラントお
よび不凍液の量を把握するために必要です。
表 6

エンジン
交換時の容量

コンパートメントまたはシステム リッター

OEMの外部システム(1)

(1) この外部システムには，熱交換器およびパイプのコンポーネ
ントを備えるラジエータが含まれています。詳細は，OEMの
仕様を参照してください。外部システムの容量の値をこの列
に入力してください。

フュエル･システム
フュエルシステムの容量の詳細については，
OEMの仕様を参照してください。

表 7

エンジン
交換時の容量

コンパートメントまたはシス
テム 4012-46A

フュエルタンクの最小容量 14,000 L (3,000 Imp gal)

i05765763

液液液体体体ににに関関関すすするるる推推推奨奨奨事事事項項項

潤滑油の一般情報
潤滑油に関する次の推奨事項に従う必要があり
ます。

エンジン製造業者協会（EMA，Engine
ManufacturersAssociation）推奨オイル

Perkins はディーゼルエンジンオイルに関する
エンジン製造業者協会推奨ガイドラインを了承
しています。このガイドラインの詳細について
は，最新版のEMA刊行物, EMA DHD -1を参照して
ください。

APIオイル

米国石油協会（API，American Petroleum
Institute）から提示されているエンジンオイ
ルのライセンスおよび認証システムをPerkins
は了承をしています。このシステムの詳細につ
いては，最新版のAPI刊行物No. 1509を参照して
ください。 APIのマークが付いたエンジンオイ
ルは，APIの認定品です。

図
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代表的なAPI記号
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ディーゼルエンジンオイルCC，CD，CD-2，CEは
1 111996, 1996以降，API認定の等級から外され
ました。表8は現在用いられる等級をまとめた
ものです。
表 8

API等級

電流 旧

CH-4，，CI-4 CE，CC，CD

- CD-2(1)

(1) オイルCD-2は2サイクルディーゼルエンジン用です。 Perkins
からは，CD-2オイルを使用するエンジンは販売されていませ
ん。

用語
一部の略語は，SAE J754の命名規則に従ってい
ます。一部の等級はSAE J183の略語に従ったも
のがあり，同じく，ディーゼルエンジンオイル
に関するEMA推奨ガイドラインに従ったものも
あります。 Perkins による定義以外にも，潤滑
油の購入時に参考になる定義が存在します。オ
イルの推奨粘度については，本刊行物液体の推
奨事項/エンジンオイル（保守整備編）を参照
してください。

エンジンオイル

市販のオイル

市販ディーゼルエンジンオイルの性能は，米国
石油協会（API，American Petroleum
Institute）の等級に基づいています。こうし
たAPI等級は，様々な条件下で運転される多様
なディーゼルエンジン用の市販潤滑油を提供す
る目的で制定されたものです。

次の等級に適合する市販オイルのみを使用して
ください。

• APICG-4

• APICH-4

• APICI-4

正しい市販オイルの選択については，次の解説
を参照してください。

EEMMAA DDHHDD--11 – エンジン製造業者協会（EMA，
Engine Manufacturers Association）からは，
APIのオイル等級の代替となる潤滑油について
の推奨事項が構築されています。 DHD-1は，高
速, 4ストロークサイクル,ヘビーデューティお
よびライトデューティに分類されるディーゼル
エンジンに関するオイル性能レベルを定義した
推奨ガイドラインです。 DHD-1オイルは，推奨
オイルがAPI CH-4, API CG-4 および API CF-4の
場合に，Perkins 製エンジンで使用できます。

DHD-1オイルは，APICG-4とAPI CF-4と比較して
優れた性能を発揮するよう開発されています。

DHD-1オイルは，各種の用途で運転される
Perkins 製高性能ディーゼルエンジンに必要と
される要件に適合します。 DHD-1の定義に使用
されている試験および試験限界値は，新しい
API CH-4等級のものと同等です。そのため，こ
れらのオイルは，低排出ガスである必要がある
ディーゼルエンジンの要件も満たしています。
DHD-1オイルは，有害なスート排出を抑制する
よう開発されており，耐摩耗性能およびオイル
フィルタの目詰まり防止能力が改善されていま
す。これらのオイルは，2分割鉄製ピストンお
よびアルミ製ピストンを用いたエンジンにおけ
るピストン堆積物の抑制でも優れた性能を発揮
します。

すべてのDHD-1オイルは，ベースストックおよ
び最終的な市販オイルの粘度グレードについ
て，包括的な試験プログラムを実施していなけ
ればなりません。 APIベースオイル互換性ガイ
ドラインのDHD-1オイルに適用するのは適切で
はありません。これは，市販オイルの製造過程
におけるベースストック変更に起因した性能の
変動を抑制するためのものです。

DHD-1オイルは，オイル寿命を最適化する延長
オイル交換間隔プログラムでの利用が推奨され
ます。これらのオイル交換間隔プログラムは，
オイル分析を基に実施されます。 DHD-1オイル
は，高品質オイルが求められる場合に利用が推
奨されます。オイル交換間隔の最適化に関する
具体的なガイドラインは，Perkins ディーラま
たはPerkins の代理店にお問い合わせくださ
い。

AAPPII CCHH--44 – API CH-4オイルは，新しい高性能
ディーゼルエンジンの要件に適合するように開
発されたものです。 また，このオイルは低排出
ガスディーゼルエンジンの要件に適合するよう
にも設計されています。さらに，API CH-4オイ
ルは，旧型ディーゼルエンジンおよび高硫黄
ディーゼル燃料を使用するディーゼルエンジン
にも使用できます。 API CH-4オイルは，API CG-
4およびAPI CF-4オイルを使用するPerkins 製エ
ンジンで使用できます。 API CH-4オイルとAPI
CG-4オイルを比較すると，前者はピストンへの
体積,オイル消費量の制御,ピストンリングの
摩耗,バルブトレーンの摩耗,粘性の制御およ
び腐食性の点で総合的に後者を上回っていま
す。
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API CH-4オイルについては，新たに3種類のエン
ジン試験が開発されました。 1番目の試験で
は，特に2分割鉄製ピストン式エンジンにおけ
るピストン堆積物を評価します。 この試験（ピ
ストン堆積物）では，オイル消費量の制御性も
測定します。 2番目の試験は，オイルに中程度
のスートを混入して実施されます。 この2番目
の試験で測定する基準は，ピストンリングの摩
耗,シリンダライナの摩耗および腐食の耐性で
す。新しい3番目の試験では，オイル中のスー
ト（すす）濃度を高めた状態で，バルブトレー
ンの摩耗,オイルフィルタの目詰まりに対する
耐性およびスラッジの制御が計測されます。

新しい試験の他に，API CH-4オイルでは，多量
のスートが発生する用途における粘度制御につ
いて，より厳格な基準が設定されています。こ
のオイルでは，耐酸化性能も向上しています。
API CH-4オイルは，アルミ製ピストン（非分
割）を使用するエンジンでの追加試験（ピスト
ン堆積物）に合格する必要があります。オイル
性能は，高硫黄ディーゼル燃料の利用地域で運
転されるエンジンについても策定されていま
す。

以上のような改良が加えられたことで，API CH-
4オイルはオイル交換間隔の最適化を実現して
います。 API CH-4オイルは，オイル交換間隔の
延長を目的とした利用が推奨されます。 API
CH-4オイルは，高品質オイルが求められる場合
に利用が推奨されます。具体的なオイル交換間
隔の最適化ガイドラインについては，Perkins
ディーラまたはPerkins の代理店にお問い合わ
せください。

API等級に適合した一部の市販オイルについて
は，オイル交換間隔を短くする必要が生じるこ
とがあります。オイル交換間隔を決定するに
は，オイルの状態を詳しくモニタし，摩耗金属
に関する分析を行ってください。

注意
上記のオイル推奨事項に従わないと，堆積物や過度
の摩耗が原因でエンジン寿命が短くなる恐れがあり
ます。

直噴（DI）ディーゼルエンジンの全塩基価
（TBN）と燃料硫黄レベル
オイルの全塩基価（TBN，Total Base Number ）
は，燃料内の硫黄濃度に依存します。蒸溜燃料
を使用する直噴エンジンでは，新品オイルの
TBNは最低でも燃料内硫黄濃度の10倍でなけれ
ばなりません。 TBNはASTM D2896に定義されて
います。オイルの最低TBNは，燃料内硫黄濃度
に関係なく5です。図25 にTBNの関係を示しま
す。

図
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(Y) ASTM D2896に定義されているTBN
(X) 燃料内硫黄の重量比
(1) 新品オイルのTBN
(2) TBNが元の値の50 %に劣化したらオイルを交換します。

燃料内硫黄濃度が1.5 %を上回る場合は，次のガ
イドラインに従ってください。

• 選択すべきオイルは，EMA DHD-1 および API CH-4
のいずれかの等級を満たす中で最大TBNのもので
す。

• オイル交換間隔を短くします。 オイル分析に基
づいてオイル交換間隔を決定します。 オイル分
析には必ず，オイルの状態分析および金属摩耗分
析を含めてください。

TBNの値が大きいオイルを使用すると，ピスト
ン堆積物が過剰に発生することがあります。こ
うした堆積物は，オイル消費量の制御性やシリ
ンダボア内の摩耗性に悪影響を及ぼす可能性が
あります。

注意
直噴（DI，Direct Injection）式ディーゼルエンジン
で硫黄レベルが0.5 %を超える燃料を使用する場合
は，適切な磨耗対策を行うために，オイル交換の間
隔を短くする必要があります。

表 9

燃料中の硫黄濃度 オイル交換間隔

0.5未満 通常

0.5 ~ 1.0 通常の0.75

1.0を超過 通常の0.50

直噴（DI）ディーゼルエンジンの推奨潤滑
油粘度
オイルの適切なSAE粘度グレードは，冷めたエ
ンジンの始動時の最低外気温および，エンジン
運転中の最高外気温によって決まります。
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冷えたエンジンの始動に必要なオイル粘度を判
断するには，表10 （最低温度）を参照してくだ
さい。

予想される最高外気温度でのエンジンの作動に
必要なオイル粘度を選択するには，表10 （最高
温度）を参照してください。

一般に，始動時の温度条件に適合する，粘度が
最高のオイルを使用することを推奨します。
表 10

エンジンオイル粘度

EMA LRG-1
API CH-4
粘度等級

周囲開始温度

SAE 10W30 −15 °C (5 °F)未満の温度

SAE 15W40
−15 °C (5 °F) ~
0 °C (32. °F)

SAE 15W40
0 °C (32. °F) ~
32 °C (89.5 °F)

SAE 15W40 32 °C (89.5 °F)を上回る温度

合成ベースストックオイル
合成ベースオイルが使用できるのは，各エンジ
ンに課された性能要件を満たしている場合で
す。

一般に合成ベースオイルは次の2点において従
来型オイルよりも優れています。

• 合成ベースオイルは低温時の流動性が改善されて
おり，この性質は極寒条件では特に顕著です。

• 合成ベースオイルは酸化安定性が改善されてお
り，この性質は高温運転時に特に顕著です。

一部の合成ベースオイルは，オイル寿命を延ば
す特性を有しています。 Perkins はどのタイプ
のオイルであっても，オイル交換間隔の自動的
な延長を推奨していません。

再精製ベースストックオイル
再精製ベースストックオイルをPerkins 製エン
ジンで使用できるのは，Perkins の課した性能
要件を満たしている場合です。再精製ベースス
トックオイルは，最終製品オイル単独で使用す
ることも，新しいベースストックオイルと併用
することもできます。米国 の軍用仕様および
他の重機メーカーの仕様も，同じ基準を満たす
再精製ベースストックオイルの使用を認めてい
ます。

再精製ベースストックオイルの製造工程では，
使用済みオイルに残留する摩耗金属および添加
剤が適切なレベルにまで除去される必要があり
ます。通常の再精製ベースストックオイルの製
造工程では，使用済みオイルに対する真空蒸溜
と水素処理が行われています。濾過の実施は，
再精製ベースストックオイルの品質維持におけ
る有効的な手法です。

寒冷時の潤滑油
エンジンの始動と運転を−20 °C (−4 °F)を下
回る外気温度で行う場合は，低温でも流動性の
あるマルチグレードオイルを使用してくださ
い。

これに該当するのは，粘度グレードがSAE 10Wま
たはSAE 15Wのオイルです。

エンジンの始動と運転を−30 °C (−22 °F)を下
回る外気温度で行う場合は，粘度グレードが0W
または5Wである合成ベースストックのマルチグ
レードオイルを使用してください。流動点が
−50 °C (−58 °F)よりも低いオイルを使用して
ください。

寒冷時で許容される潤滑油の種類は限られま
す。 Perkins からは，寒冷時における次の潤滑
油の使用が推奨されています。

第第11のの選選択択 – EMA DHD-1推奨ガイドラインに則し
たオイルを使用します。 CH-4オイルでAPIライ
センスを受けているものを使用します。オイル
の粘度グレードは，SAE 0W20，SAE 0W30，SAE
0W40，SAE 5W30，SAE 5W40のいずれかが必要で
す。

第第22のの選選択択 – CH-4添加剤パッケージを有すオイ
ルを使用します。 このオイルについてAPIライ
センス要件の試験は実施されていませんが，
SAE 0W20，SAE 0W30，SAE 0W40，SAE 5W30，SAE
5W40のいずれかのオイルが必要です。

注意
二次選択のオイルを使用するとエンジンの耐用年数
を劣化させるおそれがあります。

市販のオイル添加剤
Perkins からは，市販の添加剤をオイルに添加
することは推奨されていません。エンジンの最
長耐用年数や定格性能を確保するために，市販
の添加剤を使用する必要はありません。完全調
合式の製品オイルは，ベースオイルと市販の添
加剤パッケージから成り立っています。これら
の添加剤パッケージは，工業規格に則した特性
を製品オイルに持たせる目的で，精密な割合に
てベースオイルに配合されています。
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製品オイル中に市販の添加剤を投入した場合，
その性能や適合性を評価するための業界標準試
験は存在していません。市販の添加剤は添加剤
パッケージと互換性がないことがあり，その場
合，製品オイルの性能を低下させる可能性があ
ります。市販の添加剤は，製品オイルとうまく
混ざらない可能性があります。これは，クラン
クケース内のスラッジ発生の原因になります。
Perkins からは，市販の添加剤を製品オイルに
使用しないことが推奨されています。

Perkins 製エンジンの性能を最大限に引き出す
には，次のガイドラインに従ってください。

• 適切なオイルを選択するか，ディーゼルエンジン
オイルに関するEMA推奨ガイドラインないし推奨
されるAPI等級に適合する市販オイルを選択しま
す。

• 該当する“推奨油粘度”の表を参照して，各エン
ジンに適した適切なオイルの粘度グレードを確認
します。

• エンジン整備を規定されている間隔で実施しま
す。 オイルおよびフィルタは新しいものを使用
します。

• 取扱説明書給油整備間隔に規定されている間隔
で，メンテナンスを実施します。

オイル分析
オイル分析用に，オイルサンプルを定期的に取
得する必要があります。オイル分析の実施は，
予防メンテナンスプログラムを補完するもので
す。

オイル分析は，オイルの性能およびコンポーネ
ントの摩耗速度を調べるための診断ツールとし
て機能します。汚染の有無とその程度は，オイ
ル分析により確認できます。オイル分析には，
次の試験が含まれます。

• 摩耗率分析では，エンジン内の金属の摩耗をモニ
タします。 ここで分析されるのは，オイルに含
まれる摩耗金属の量と種類です。 オイルに含ま
れるエンジンの摩耗金属は，その量だけでなく増
加速度も重要です。

• オイルに対する，水，グリコール，燃料の混入確
認用の試験が行われます。

• オイル状態分析では，オイルの潤滑特性が失われ
ていないか判断します。 赤外線分析を使用し
て，新品のオイルと使用済みオイルのサンプルの
特性を比較します。 整備担当者は，この分析を
基にして，オイル使用中の劣化度を確認できま
す。 同じく整備担当者は，交換前のオイルが仕
様値に対して実際にどのような性能を発揮してい
るかを，この分析によって確認できます。

燃料の仕様

燃料に関する推奨事項
エンジンの適正な出力と性能を得るために，適
切な品質の燃料を使用してください。 Perkins
エンジンに推奨される燃料仕様を次に示しま
す。

クラスA1燃料

• セタン価 50

• 粘度 40 °C (104 °F)で1.5 ~ 5.0 cSt

• 残留炭素 残油10 %で0.20 %（ラムズボト
ム）

• 硫黄含有量 重量の0.05 %（最大）

• 蒸留 350 °C (662 °F)で56 %

• 潤滑性 ISO 12156 - 1で最大摩耗痕460マイ
クロメータ

クラスA2燃料

• セタン価 45

• 粘度 40 °C (104 °F)で1.5 ~ 5.5 cSt

• 残留炭素 残油10 %で0.20 %（ラムズボト
ム）

• 硫黄含有量 重量の0.05 %（最大）

• 蒸留 350 °C (662 °F)で56 %

• 潤滑性 ISO 12156 - 1で最大摩耗痕460マイ
クロメータ

セタン価

燃料のイグニッション特性を示します。寒冷条
件での始動が失敗する場合，低セタン価燃料が
根本原因となっていることがあります。燃焼に
影響を与えます。

粘度

液体フローへの抵抗です。この抵抗が限界値を
超えると，エンジン，特にエンジンの始動性能
に影響が出る場合があります。

硫黄

硫黄含有量の多い燃料は，欧州，北米または
オーストラレーシア ではあまり利用されていま
せん。これがエンジンの摩耗の原因になること
があります。高硫黄燃料しか利用できない場合
は，エンジンでの高アルカリ潤滑オイルの使用
あるいは，潤滑オイルの交換間隔の短縮が必要
となります。
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蒸留

この方式で留出された燃料には通常，複数の炭
化水素成分が混在しています。高い比率での軽
量炭化水素の存在は，燃焼特性に影響を及ぼし
ます。

潤滑性

燃料が有すこの特性は，ポンプの摩耗を防止す
るよう機能します。

ディーゼルエンジンには，様々な燃料を燃焼さ
せる機能があります。これらの燃料は，大きく
分けて2つのグループに分類されます。

• グループ1（推奨燃料）

• グループ2（許容燃料）

ググルルーーププ11（（推推奨奨燃燃料料））:: 仕仕様様

EN590適合のDERV

注注記記::温度が0 °C (32 °F)未満の場合は極寒冷地用
燃料のみを使用してください。 周囲温度が0 °C
(32 °F)を上回る場合は極寒冷地用燃料を使用しな
いでください。 エンジンのクランキングから最初の
着火までの時間を最小限に抑えるために，適正な粘
度の燃料だけを正しい温度で使用してください。

BS29クラスA2適合の軽油

注注記記::低硫黄燃料または低硫黄芳香族燃料が使用さ
れている場合は，燃料添加剤を使用して潤滑性を高
めることができます。

ググルルーーププ22（（許許容容燃燃料料））:: 仕仕様様

これらの燃料仕様は，保証問題において許容範
囲とみなされます。ただし，これらの燃料を利
用すると，エンジンの耐用年数，エンジンの最
大出力，エンジンの燃料効率などが低下する場
合があります。

ASTM D975 - 91クラス1D

JP7，Mil T38219

NATO F63

注意
これらの燃料では，最大650マイクロメータ径の摩
耗量が必要である（HFRRからISO 12156-1）。

低温用燃料

寒冷時に使用する特殊な燃料は，0°C
(32 °F)未満の温度でエンジンを作動させるこ
とができます。こうした燃料は，低温時に燃料
油がワックス化するのを抑制します。燃料油が
ワックス化すると，燃料油の流れがフィルタを
通過できなくなる可能性があります。

注注記記::潤滑性に欠けるこれらの燃料は，次の問題の
原因となる恐れがあります。

• エンジン出力が低い。

• 高温時または低温時の始動が難しい

• 白煙

• 特定の作動条件における排出ガスの悪化およびミ
スファイヤ

注意
水エマルジョン燃料: これらの燃料は認められてい
ません。

北北米米 のの燃燃料料仕仕様様をを参参照照ししててくくだだささいい。。

推奨燃料を使用すると，エンジンの耐用年数と
性能が最大限に発揮されます。推奨燃料とは蒸
溜燃料です。これらの燃料は一般に，ディーゼ
ル燃料または軽油と呼ばれます。

原油または配合燃料も許容されますが，そうし
た燃料を使用すると，メンテナンスコストが高
くなり，エンジン耐用年数が短くなる恐れがあ
ります。

表11 の仕様に適合するディーゼル燃料は，最長
のエンジン耐用年数と最大の性能を実現するの
に役立ちます。北米では，ASTM D975でNo. 2-D
認定を受けたディーゼル燃料が通常，仕様に適
合します。表11 は，原油から蒸溜された
ディーゼル燃料に対するものです。他の原料で
製造したディーゼル燃料は、本仕様による定義
または管理の範囲外である有害な特性を示すお
それがあります。
表 11

Perkinsの蒸溜ディーゼル燃料仕様

整備基準 要件 ASTMテスト

芳香化合物 最大 35% D1319

灰分 最大0.02 %（質量） D482

残油10 %でのカーボ
ン残留物

最大0.35 %（重量）
D524

セタン価 最小40（DIエンジ
ン） D613

曇り点
曇り点は予想最低周
囲温度を下回らない
こと。

-

銅断片の腐食 最大No.3 D130

蒸留
10 %（282 °C
(540 °F)）
最大値

D86

(続き)
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(表 11、続き)

90 %（360 °C
(680 °F)）
最大値

引火点 法定制限内 D93

API比重
最低30

D287
最大45

流動点
外気温度から最低
6 °C (10 °F)以下 D97

硫黄(1)
最大0.2 % D3605

または
D1552

動粘度(2)
40 °C (104 °F)で最
低2.0 cSt，最高4.5
cSt

D445

水と沈殿物 最大0.1 % D1796

水 最大0.1 % D1744

沈殿物 最大0.05 %（質
量）　 D473

ゴムおよび樹脂(3) 最大100 mL当たり
10 mg D381

潤滑性(4) 25 °C (77 °F)で最大
0.38 mm (0.015 in) D6079

(1) Perkins 製のフュエルシステムおよびエンジンコンポーネント
は，高硫黄燃料で運転することができます。燃料の硫黄レベ
ルは排気ガスに影響を与えます。さらに，高濃度の硫黄は内
部コンポーネントを腐食させる危険性を高めます。燃料に0.5
%を超える硫黄が含まれていると，オイル交換間隔が大幅に短
くなる恐れがあります。詳細については，本刊行物推奨液体
類/エンジンオイル（メンテナンスの項）を参照してくださ
い。

(2) 燃料の粘度値は，燃料が燃料噴射ポンプに供給された時点で
の値です。低粘度の燃料を使用する場合，フュエルインジェ
クションポンプでの粘度を1.4 cStに維持するために燃料の冷
却が必要になることがあります。高粘度の燃料では，燃料
ヒータを使用して粘度を20 cStに下げなければならない場合
があります。

(3) ガソリン（エンジン）用の試験条件や試験方法に従ってくだ
さい。

(4) 低硫黄燃料では，燃料の潤滑性が懸念材料になります。燃料
の潤滑性を調べるには，ASTM D6078スカッフィング負荷摩耗試
験（SBOCLE），またはASTM D6079高周波往復装置（HFRR，High
Frequency Reciprocating Rig）試験を実施してください。燃
料の潤滑性が最低条件に適合しない場合，燃料の供給元にご
相談ください。燃料の供給元に相談しないで燃料を処理しな
いでください。一部の添加剤は互換性がありません。これら
の互換性のない添加剤を使うと，フュエルシステム内で問題
が発生するおそれがあります。

注意
Perkinsの推奨燃料を使用しない場合，始動の困難,
燃焼の不備,フュエルインジェクタでの堆積,フュエ
ルシステム寿命の低下,燃焼室での堆積およびエン
ジン寿命の低下が生じる場合があります。

注意
重油（HFO，Heavy Fuel Oil），残留燃料，および
混合燃料をPerkinsのディーゼルエンジンに使用しな
いでください。蒸溜燃料用に設定されたエンジンに
HFOタイプの燃料を使用すると，コンポーネントが
激しく損傷し故障します。

極寒の外気温度条件では，表12に指定されてい
る蒸留燃料を使用できます。ただし，選定した
燃料が表11 に指定されている要件に適合してい
なければなりません。これらの燃料は，作動温
度の下限が−54 °C (−65 °F)の環境で使用する
ことを想定しています。
表 12

蒸留燃料(1)

整備基準値 勾配
MIL-T-5624R JP-5

ASTM D1655 Jet-A-1

MIL-T-83133D JP-8
(1) この表に記載されている燃料は，Perkins の蒸溜ディーゼル燃

料仕様表の要件に適合していない可能性があります。燃料の
適切な潤滑性を維持するための推奨添加剤については，燃料
のサプライヤにお問い合わせください。

これらの燃料は，No.2グレードの燃料よりも軽
量です。表12 に記載されている燃料のセタン
価は，40以上でなければなりません。粘度が
38 °C (100 °F)で1.4 cStを下回る場合は，必
ず0°C (32 °F)未満の温度で燃料を使用して
ください。 38 °C (100 °F)で粘度が1.2 cSt未
満の燃料を使用しないでください。フュエルイ
ンジェクションポンプでの粘度を1.4 cSt以上に
維持するために，燃料を冷ます必要があること
もあります。

ディーゼル燃料に関する仕様は，政府や技術協
会から公開されているものが他にも数多く存在
しています。一般にそうした仕様書に記載され
ている要件は，この仕様書に記載している要件
の一部でしかありません。エンジン性能を最適
化するにあたっては，エンジンの運用開始前に
完全な燃料分析データを入手しておく必要があ
ります。燃料分析には，表11 に一覧されてい
るすべての特性が含まれている必要がありま
す。

推奨バイオディーゼル

バイオディーゼルは，留出ディーゼル燃料との
混合も可能です。 このブレンド物は燃料として
使用できます。最も一般的なバイオディーゼル
ブレンドはB5と呼ばれるもので，これは5パー
セントのバイオディーゼルと95パーセントの留
出ディーゼル燃料から成っています。同様に
B20は，20パーセントのバイオディーゼルと80
パーセントの留出ディーゼル燃料から成ってい
ます。
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注注記記::この比率は容量ベースの数値です。

米国の蒸留ディーゼル燃料仕様 ASTM D975-09a
はB5 (5 %) バイオディーゼルまで含みます。

欧州の留出ディーゼル燃料仕様EN590: 2010はB7
（7パーセント）まで含みます。

仕様の要件

使用するバイオディーゼルは，最新のEN14214
またはASTM D6751に準拠している必要がありま
す（米国内）。最新版のEN590またはASTM D975
S15で指定されている許容される鉱物油に，体
積比で最大20 %まで混合したバイオディーゼル
を使用することができます。

米国の場合，B6からB20のバイオディーゼルブ
レンドは，最新版のASTM D7467（B6からB20）に
記載されている要件を満たし，API比重が30 ~
45である必要があります。

米国の場合，バイオディーゼルおよびバイオ
ディーゼルブレンドの購入は，BQ-9000認可の
製造元およびBQ-9000認証の代理店から行う必
要があります。

その他の地域では，BQ-9000の認可と認証を受
けたバイオディーゼルを入手するか，あるいは
同等の品質規格を定めている関連団体からの承
認を受けたバイオディーゼルを使用する必要が
あります。

エンジンサービスの要件

バイオディーゼル燃料の能動的な特性により，
フュエルタンクおよびフュエルライン内の異物
が解放されて燃料内に取り込まれることがあり
ます。これにより，フュエルシステムが効率的
に清掃されます。こうしたフュエルシステムの
清掃は，フュエルフィルタの目詰まりを早期に
発生させる場合があります。 Perkins からの推
奨事項として，最初にB20バイオディーゼルブ
レンド燃料を使用した後は，フュエルフィルタ
交換を50時間で行う必要があります。

同じくバイオディーゼル燃料中にグリセリドが
存在すると，より短時間でフュエルフィルタを
目詰まりさせます。そのため通常のサービス間
隔は，250時間に短縮させなくてはなりませ
ん。

• バイオディーゼルおよびバイオディーゼルブレン
ドの使用時は，クランクケースオイルの燃料希釈
を大きくする場合があります。 こうしたバイオ
ディーゼル/バイオディーゼルブレンド使用時に
おける燃料希釈レベルの増加は，一般的なバイオ
ディーゼルの揮発性の低さに起因しています。
最新のエンジン設計ではシリンダ内での排出ガス
制御機構が採用されていますが，これが原因でサ
ンプ内に高濃度のバイオディーゼルが集中するこ
とがあります。 最近になって，未燃焼の燃料が
エンジンオイルパン内に堆積物のような “糖蜜状
物質”を形成する場合があることが証明されまし
た。 堆積物が蓄積すると，油路が遮断されてエ
ンジンが故障する原因となることがわかっていま
す。 そのため，オイル交換の間隔を短縮する必
要性がさらに高まっています。

• Perkins からは，バイオディーゼル燃料使用時に
おける，オイル分析によるエンジンオイルの品質
検査が推奨されています。 オイルサンプルの取
得時には，燃料中のバイオディーゼルレベルも必
ず記録しておいてください。

性能に関係する問題
標準的な蒸溜燃料よりもエネルギー量が少ない
ため，B20を使用すると出力低下の原因になり
ます。またフュエルインジェクタへの堆積が起
こるため，長期的には更なる出力低下が起こる
場合もあります。

バイオディーゼルおよびバイオディーゼルブレ
ンドはフュエルシステムへの堆積を起こすこと
が知られていますが，そのうち最も顕著なもの
がフュエルインジェクタでの堆積です。これら
の堆積物は，フュエルインジェクションに目詰
まりや変形を起こすことで出力低下をもたらし
ますが，その他の悪影響を与える可能性もあり
ます。

• 低温時の始動が難しい場合があります。

• ターボチャージャの耐用年数が短くなる場合があ
ります。

• エンジンの排出ガスが悪化する場合があります。

一般的な要件

バイオディーゼルは酸化に対する安定性が低
く，これは長期保存する際の問題となります。
バイオディーゼル燃料は製造後6ヶ月以内に使
用するべきです。 フュエルシステム中にB20バ
イオディーゼルブレンドがある状態で，装置を
3ヶ月以上保管するべきではありません。
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こうした酸化安定性の低さその他の潜在的な問
題が存在しているため強く推奨されるのが，特
定の時期のみ稼働させるエンジンの場合，B20
バイオディーゼルブレンドは使用しないか，あ
るいは付随する一部のリスクを承知した上で最
大B5までに制限したバイオディーゼルブレンド
を利用することです。バイオディーゼルの使用
を制限するべき用途としては，スタンバイ発電
装置および緊急用車両が例として挙げられま
す。

Perkinsから強く推奨されているのは，特定の
季節のみ使用する車両では，長期保管を行う前
に，フュエルタンクを含めたフュエルシステム
を通常のディーゼル燃料で洗い流しておくこと
です。このようなフュエルシステムの季節洗浄
をすべき例としては，収穫時に用いるコンバイ
ンハーベスタが該当します。

微生物の混入と増殖は，フュエルシステムの腐
食およびフュエルフィルタの早期目詰まりを起
こす危険性があります。使用するべき抗菌用の
添加剤については，燃料サプライヤに確認して
ください。

水分の存在は，微生物の混入と増殖を助長しま
す。バイオディーゼルを留出燃料と比較する
と，本質的にバイオディーゼルにはより多くの
水分が混入している可能性が高くなっていま
す。そのため頻繁な定期点検は重要であり，必
要に応じてウォーターセパレータの排出を行わ
なくてはなりません。

黄銅，青銅，銅，鉛，スズ，亜鉛などの素材
は，バイオディーゼル燃料の酸化を加速させま
す。酸化の結果として堆積物が生じる場合があ
るので，これら素材のフュエルタンクとフュエ
ルラインでの使用は回避する必要があります。

クーリングシステムの仕様

クーラントの一般情報

注意
オーバーヒート状態のエンジンには絶対に冷却水を
補充しないでください。エンジンを損傷する恐れが
あります。まずエンジンを冷ましてください。

注意
氷点下の地域でエンジンを保管したり、そうした地
域へエンジンを輸送する場合、冷却系統を最低外気
温に対して保護するか、冷却水を完全に抜き取って
ください。

注意
冷却水に適切な凍結防止や沸騰防止のための指定の
比重があるか、頻繁にチェックしてください。

クーリングシステムの清掃は，次の理由で必要
となります。

• クーリングシステムの汚染

• エンジンのオーバーヒート

• クーラントの発泡

注意
冷却系統にウォータ･テンペレチャ･レギュレータを
取り付けない状態で絶対にエンジンを運転しないで
ください。ウォータ･テンペレチャ･レギュレータ
は、エンジン冷却水を適正な運転温度で維持する上
で役立ちます。ウォータ･テンペレチャ･レギュレー
タを使用しないと、冷却系統に不具合を生じる恐れ
があります。

エンジン故障の多くはクーリングシステムと関
係しています。クーリングシステムの不具合と
関連した故障には，オーバーヒート,ウォータ
ポンプでの漏洩およびラジエータや熱交換器
の目詰まりがあります。

これらの故障は，クーリングシステムの適切な
メンテナンスによって回避できます。クーリン
グシステムのメンテナンスは，フュエルシステ
ムおよび潤滑システムのメンテナンスと同様に
重要です。クーラントの品質は，燃料および潤
滑オイルの品質と同様に重要です。

一般にクーラントは，水,添加剤およびグリ
コールの3要素で構成されています。

水
クーリングシステムにおける水の役割は，熱を
伝達することです。

エエンンジジンンククーーリリンンググシシスステテムムににはは，，蒸蒸溜溜水水まま
たたはは脱脱イイオオンン水水のの使使用用がが推推奨奨さされれまますす。。

クーリングシステムには，硬水,塩分を含む軟
水および海水を使用しないでください。

蒸溜水または脱イオン水が入手不可能な場合
は，表13 に記載の特性を備えた水を使用しま
す。
表 13

水の許容範囲

特性 上限

塩化物（Cl） 40 mg/L

硫酸塩（SO4） 100 mg/L

全硬度 170 mg/L

全固形物 340 mg/L

酸性度 pH 5.5 ~ 9.0
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水の分析については，次のいずれかの機関にお
問い合わせください。

• 地方水道局

• 農業関連機関

• 独立試験機関

添加剤
添加剤の役割は，クーリングシステムの金属面
を保護することです。クーラントに添加剤が加
えられていない，あるいは量が不十分な場合
は，次の状態が発生する可能性があります。

• 腐食

• 無機物の堆積

• 錆の発生

• スケール

• クーラントの発泡

多くの添加剤は，エンジンの運転中に劣化して
いきます。こうした添加剤は，定期的に交換す
る必要があります。

添加剤は適切な濃度で加える必要があります。
添加剤の濃度過剰は，防止剤が溶け込まずに沈
殿する原因になります。これらの沈殿物は，次
のような問題を引き起こす可能性があります。

• ゲル状化合物の形成

• 熱伝達効果の減少

• ウォータポンプシールでの漏洩

• ラジエータ，クーラ，狭い流路部での閉塞

グリコール
クーラント中のグリコールは，次の状態の防止
に効果を発揮します。

• 沸騰

• 凍結

• ウォータポンプのキャビテーション

Perkins 社では，最適な性能を得るにあたって
水とグリコールの1:1混合液を推奨していま
す。

注注記記::混合液は，外気の最低温度に対して保護性能
を発揮するものを使用してください。

注注記記::100 %の純粋グリコールは−13 °C (8.6 °F)の
温度で凍結します。

一般的なクーラントとしては，エチレングリ
コールが最も多く利用されています。同じく，
プロピレングリコールが使用される場合もあり
ます。水との1:1混合液においてエチレングリ
コールとプロピレングリコールは，凍結と沸騰
に対して同様の保護性能を発揮します。表14
および15 を参照してください。
表 14

エチレングリコール

濃度 不凍効果 沸騰防止

50 % −36 °C (−33 °F) 106 °C (223 °F)

60 % −51 °C (−60 °F) 111 °C (232 °F)

注意
プロピレン・グリコールの熱伝達特性が誘導される
ため、グリコールの濃度が50 %を超えるプロピレ
ン・グリコールを使用しないでください。沸騰また
は凍結に対する保護性能強化が求められる条件下で
は、エチレン･グリコールを使用してください。

表 15

プロピレングリコール

濃度 不凍効果 沸騰防止

50 % −29 °C (−20 °F) 106 °C (223 °F)

クーラント中のグリコール濃度の確認は，クー
ラントの比重計測で行います。

推奨冷却水

Perkins 製ディーゼルエンジンでは，次の2種
類のクーラントが使用されています。

推推奨奨 – Perkins エクステンドライフクーラント
（ELC，Extended Life Coolant）

良良好好 –市販のヘビーデューティクーラントで
ASTM D6210仕様に適合するもの

注意
ASTM D3306の仕様しか満たさない市販の冷却水／
不凍液は使用しないでください。この種類の冷却水
／不凍液は軽負荷自動車用に作られています。

Perkins では，水とグリコールの1:1混合液を
推奨しています。 この水とグリコールの混合液
は，クーラントとして最適なヘビーデューティ
性能を提供します。 より強力な凍結防止能力が
必要な場合，この水とグリコールの比率は1:2
まで増やすことができます。
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補助クーラント添加剤（SCA，Supplement
Coolant Additive）と水の混合液は許容されま
す。 Perkins では，これらのクーリングシステ
ムに対して，SCAの濃度6 ~ 8 %を推奨していま
す。好ましいのは，蒸溜水または脱イオン水の
使用です。その他の水も，推奨された特性を有
していれば使用できます。

外気温が43°C (109.4 °F)を上回る環境で運
用するエンジンの場合は，SCAと水の混合液を
使用する必要があります。季節変動により外気
温が43°C (109.4 °F)を上回る場合と0°C
(32 °F)を下回る場合がある環境で運用するエ
ンジンに適した防護レベルについては，
Perkins ディーラまたはPerkins の代理店にお
問い合わせください。
表 16

クーラントの使用期間

クーラントの種類 使用寿命

Perkins ELC 6,000サービス時間または3年

ASTM D6210に適合する市販の
ヘビーデューティクーラント 3,000サービス時間または2年

市販SCAと水 3,000サービス時間または2年

エクステンドライフクーラント（ELC）

Perkins からは，次の用途で用いるエクステン
ドライフクーラント（ELC，Extended Life
Coolant）が提供されています。

• ヘビーデューティ用スパーク点火式ガソリンエン
ジン

• ヘビーデューティディーゼルエンジン

• 自動車用途

ELC用の耐腐食パッケージは，他のクーラント
用のものと同じではありません。 ELCは，エチ
レングリコールをベースにしたクーラントで
す。ただしELCでは，有機腐食抑制剤と消泡剤
が使用されており，少量の亜硝酸塩を含んでい
ます。 Perkins ELCにおけるこれら添加剤の量
は，エンジンクーリングシステム内のあらゆる
金属を腐食から保護するための最適な配合にさ
れています。

ELCは，蒸溜水との1:1混合の調製済み冷却液と
して提供されています。調製済みELCは−36 °C
(−33 °F)までの凍結防止機能を有しています。
クーリングシステムの初回充填時には，この調
製済みELCの使用が推奨されます。同じくこの
調製済みELCは，クーリングシステムの補充に
も推奨されます。

容器には数種類のサイズがあります。部品番号
については，Perkins ディーラまたはPerkins
の代理店にお問い合わせください。

ELCクーリングシステムのメンテナ
ンス

エクステンドライフクーラントと正しい添
加剤

注意
パーキンス社製の予混冷却水、または濃縮冷却水以
下は使用しないでください。

エクステンデッド・ライフ・クーラントには、パー
キンス社製エクステンダ以外は使用しないでくださ
い。

エクステンデッド・ライフ・クーラントを他の製品
と混ぜると、エクステンデッド・ライフ・クーラン
トの使用期限が短くなります。推奨事項に従わない
と、適切な是正措置を講じない限り冷却系統構成部
品の耐用年数が短くなる場合があります。

クーラントと添加剤のバランスを適正な状態で
維持するには，エクステンデッドライフクーラ
ント（ELC，Extended Life Coolant）の推奨濃
度を維持しなければなりません。クーラントの
割合が低下すると，添加剤の割合も低下しま
す。その結果，クーラントがシステムを，ピッ
ティング，キャビテーション，エロージョン，
堆積物から保護する能力が低下します。

注意
エクステンデッド･ライフ･クーラント（ELC）が充
填されている冷却系統には従来の冷却水は補充しな
いでください。

標準冷却水添加剤（SCA）は使用しないでくださ
い。 ELCが充填されている冷却系統には、ELC添加
剤のみを使用してください。

注意
パーキンス社製ELCを使用する場合は、標準のSCA
またはSCAフィルタを使用しないでください。

ELCクーリングシステムの清掃

注注記記::ELCをすでに使用中のクーリングシステムの場
合，クーラントの定期交換時に洗浄剤を使う必要は
ありません。 洗浄剤が必要になるのは，別種類の
クーラントの追加やクーリングシステムの損傷によ
り，システムが汚れた場合だけです。

クーリングシステムからELCを排出する際に必
要となる洗浄液は，清浄な水だけです。
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排出後のクーリングシステムを再充填した後
は，クーリングシステムのフィラキャップを外
した状態でエンジンを運転してください。エン
ジンの運転は，正常な作動温度に到達してクー
ラントレベルが安定するまで実行します。必要
に応じて，システムが所定のレベルに達するよ
うクーラント混合液を充填してください。

Perkins ELCへの変更

ヘビーデューティクーラントをPerkins ELCに
変更する場合は，次の手順を実施します。

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、すべての液体類が確実に容器に収納
されるよう十分注意を払ってください。 液体類が
入った区画を開けたり液体類が入った構成部品を分
解したりする前に、適切な容器で液体を回収する準
備をしておいてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

11.. クーラントを適切な容器に排出する。

22.. クーラントを，各地域の法規制に従った方法
で処分します。

33.. 異物を除去するため，システムを清水でフ
ラッシュ（洗浄）します。

44.. システムの洗浄には，適切なクリーナ（洗浄
剤）を使用します。手順はラベルの指示に
従ってください。

55.. クリーナを適切な容器に排出させます。
クーリングシステムをきれいな水でフラッシ
ングします。

66.. クーリングシステムに清水を充填して，エン
ジン温度が49 ~ 66 °C (120 ~ 150 °F)に達す
るまで運転します。

注意
クーリングシステムのすすぎが不適切または不完全
だと，銅などの金属製部品が損傷することがありま
す。

クーリングシステムの損傷を防止するには，清水を
用いてクーリングシステムを完全に洗い流さなけれ
ばなりません。システムのすすぎは，残存する洗浄
剤が完全に除去されるまで続けてください。

77.. クーリングシステムを適当な容器に排出さ
せ，清水を使ってクーリングシステムを洗い
流します。

注注記記::洗浄に使用したクリーナは，クーリングシス
テムから完全に洗い流さなければなりません。 クー
リングシステムにクリーナが残留していると，クー
ラントが汚染されます。 またこうしたクリーナは，
クーリングシステムを腐食する場合もあります。

88.. システムが完全に浄化されるまで，手順6と7
を繰り返します。

99.. クーリングシステムに，Perkins 調製済み
ELCを充填します。

ELCクーリングシステムの汚染

注意
エクステンデッドライフクーラント（ELC）を他の
製品と混合すると，ELCの効果が低下し，ELCの使
用寿命が短くなる。調製済みまたは濃縮クーラント
用のPerkins製品のみを使用してください。 Perkins
ELCにはPerkins ELCエクステンダのみを使用してく
ださい。それができない場合は，クーリングシステ
ムのコンポーネントの寿命が短くなる恐れがある。

ELCを用いたクーリングシステムに対する汚染
については，通常のヘビーデューティクーラン
トまたはSCAでは，最大10 %までが許容されま
す。不純度がシステム総容積の10パーセントを
超えた場合は，次の手順のいずれかを実施して
ください。

• 適切な容器を用いて，クーリングシステムを排出
させます。 クーラントを，各地域の法規制に
従った方法で処分します。 システムを清水で洗
い流します。 システムにPerkins ELCを充填しま
す。

• クーリングシステム内のクーラントの一部を，各
地域の法規制に従った方法で，適切な容器に排出
させます。 次に，クーリングシステムに調製済
みELCを注入します。 これにより不純度が10パー
セント未満になるはずです。

• システムの維持を，通常のヘビーデューティクー
ラントと同じように実施します。 システムをSCA
で処理します。 システムのクーラント交換の頻
度は，通常のヘビーデューティクーラントの推奨
値と同じにします。

市販のヘビーデューティクーラントおよび
SCA

注意
市販のヘビーデューティクーラントで，腐食防止用
にアミンを含むものは使用しないでください。
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注意
クーリングシステムに水温レギュレータを装着しな
い状態でエンジンを運転してはならない。 水温レ
ギュレータは，エンジンクーラントの適切な作動温
度の維持に寄与します。水温レギュレータが装着さ
れていないと，クーリングシステムの不具合が生じ
る恐れがある。

沸騰または凍結に対する保護が十分であること
を確認するため，クーラント（グリコール濃
度）を点検します。 Perkins からは，屈折計を
用いたグリコール濃度の点検が推奨されていま
す。

Perkins 製のエンジンクーリングシステムで
は，補助クーラント添加剤（SCA，
Supplemental Coolant Additive）の濃度を500
時間間隔で試験する必要があります。

SCAの追加は，試験の結果に応じて行います。
液体のSCAについては，500時間の間隔が必要と
なる場合があります。

初回充填時におけるヘビーデューティクー
ラントへのSCAの追加

クーリングシステムの初回充填時は，表17 の計
算式に従って，SCAの必要量を特定します。
表 17

初回充填時にヘビーデューティクーラントに追加するSCA量の
計算式

V × 0.045 = X

Vはクーリングシステムの総容量です。

Xは，SCAの必要量です。

表18 には，表17 の計算式の適用例が示してあ
ります。
表 18

初回充填時にヘビーデューティクーラントに追加するSCA量の
計算例

クーリングシステム
の総容量（V）

係数 必要なSCA容量
（X）

15 L (4 US gal) × 0.045 0.7 L (24 oz)

メンテナンス時におけるヘビーデューティ
クーラントへのSCAの追加

どのタイプのヘビーデューティクーラントで
も，SCAの定期的な補充は不可欠です。

クーラントを定期的に試験し，SCAの濃度を確
認します。実施間隔については，取扱説明書給
油整備間隔（保守整備編）を参照してくださ
い。 SCAの濃度を試験します。

SCAの追加は，試験の結果に応じて行います。
SCAの必要量は，クーリングシステムの容積に
よって異なります。

必要に応じて，表19 の計算式に従いSCAの必要
量を特定します。
表 19

メンテナンス時におけるヘビーデューティクーラントへのSCA
の追加量の計算式

V × 0.014 = X

Vはクーリングシステムの総容量です。

Xは，SCAの必要量です。

表20 には，表19 の計算式の適用例が示してあ
ります。
表 20

メンテナンス時におけるヘビーデューティクーラントへのSCA
の追加量の計算例

クーリングシステム
の総容量（V）

係数 必要なSCA容量
（X）

15 L (4 US gal) × 0.014 0.2 L (7 oz)

ヘビーデューティクーラントのシステムの
清掃

• クーリングシステムの清掃は，使用済みクーラン
トの抜取り後，または新しいクーラントの注入前
に実施してください。

• クーラントでの汚染あるいは発泡が確認された場
合は，必ずクーリングシステムを清掃してくださ
い。
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i05765778

給給給油油油整整整備備備計計計画画画

不定期の整備
バッテリ－交換 . ....................... 46

バッテリまたはバッテリ･ケーブル－切離し47

エンジン－清掃 . ....................... 57

エンジン･エア･クリーナ･エレメント－ 交換58

エンジン・オイルフィルタ(オグジリアリ) - 交
換 . ................................... 60

エンジン･オイル･サンプル -採取 ......... 62

燃料系統－プライミング . ............... 65

オーバーホール(メジャー) . ............. 71

オーバーホール(トップエンド) . ......... 72

過酷な使用条件 -点検 . ................. 73

毎日
冷却系統冷却水レベル -点検 . ........... 56
被駆動装置 -点検 . ..................... 57
エンジン･エア･フィルタ･サービス･インジケー
タ -点検 . ............................. 58

エンジン･オイル･レベル -点検 ........... 61
燃料系統プライマリ･フィルタ／ウォータ／セ
パレータ－排出 . ...................... 67

見回り点検 . ........................... 77

50サービス時間毎または毎週 燃料タン

ク内の水および沈殿物 -排出 ............. 68

最初の100サービス時間
オルタネータプーリ -点検 . ............. 45

エンジン･バルブ･ラッシュ -点検／調整 ... 64

ファンドライブプーリ -点検 . ........... 65

500サービス時間ごと
エンジン・オイルフィルタ(オグジリアリ) - 交
換 . ................................... 60

エンジン･オイルおよびフィルタ -交換 .... 62

500サービス時間、または1年毎
アクチュエータ･コントロール･リンク機構－
潤滑 . ................................. 44

アフタクーラ･コア－ 清掃／試験 ......... 44

アフタクーラ･コア－ 点検 . ............. 45

バッテリ電解液レベル－点検 . ........... 47

ベルト－ 点検／調整／交換 . ............ 47

ベルト－ 点検／調整／交換 . ............ 49

エンジン･クランクケース･ブリーザ -洗浄 . 59

エンジン･バルブ･ラッシュ -点検／調整 ... 64

燃料系統フィルタ －交換 . .............. 67

ホースおよびクランプ－点検／交換 . .... 70

ラジエータ -清掃 . ..................... 73

毎年
クーリングシステムクーラントの交換 ..... 53

エンジン･マウント（防振装置) - 点検 ..... 60

エンジン保護装置-点検. ................ 64

ガバナアクチュエータ -点検 ............. 70

回転数センサ－清掃/点検 . ............. 74

5000サービス時間ごと 燃料インジェク

タ -点検/調整 . ........................ 65

7,500サービス時間ごと
オルタネータ－点検. ................... 45
エンジンオイルポンプ -点検 ............. 61
フュエルトランスファポンプ（リフトポンプ）
-点検 . ............................... 69

始動モータ－点検 . .................... 76

ターボチャージャ－点検 . ............... 76

ウォータ･ポンプ -点検 . ................ 78

12 000サービス時間毎または6年毎
冷却系統冷却水(ELC) － 交換 ............. 51
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i05765751

アアアクククチチチュュュエエエーーータタタ･･･コココンンントトトロロローーールルル･･･
リリリンンンククク機機機構構構 －－－ 潤潤潤滑滑滑

図

26

g01238418

代表例

図

27

g01242298

代表例

ガバナアクチュエータ(3)は，外部リンケージ
(1)および内部コントロールロッドによって
フュエルインジェクタに接続されています。

リンケージ(1)のボールジョイント(2)は定期的
に潤滑する必要があります。きれいなエンジン
オイルを使用してボールジョイントを潤滑して
ください。

i05765771

アアアフフフタタタクククーーーラララ･･･コココアアア －－－ 清清清掃掃掃／／／試試試
験験験

111... コアを取り外します。手順については，OEM
の資料を参照してください。

圧圧圧縮縮縮空空空気気気ににによよよっっってててははは、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああ
りりりままますすす。。。

正正正しししいいい手手手順順順ににに従従従わわわななないいいととと、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。圧圧圧縮縮縮空空空気気気ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、保保保護護護マママ
スススクククおおおよよよびびび保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

清清清掃掃掃ににに使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、ノノノズズズルルルののの最最最高高高空空空気気気圧圧圧ははは
222000555 kkkPPPaaa (((333000 pppsssiii)))未未未満満満でででなななけけけれれればばばなななりりりままませせせんんん。。。

222... 固まりになっていない異物の除去には，加圧
空気の使用が適しています。ファンの空気流
と反対方向から圧縮空気を吹き付けます。エ
アノズルはフィンから約6 mm (0.25 in)離れ
た位置を保ちます。エアノズルをチューブに
沿って平行にゆっくり動かします。このよう
にして，チューブ間の異物を取り除きます。

333... 清掃には，加圧水を使用することもできま
す。清掃用に使用する加圧水は，275 kPa
(40 psi)より低くなくてはなりません。付着
した泥を柔らかくするには，加圧水を使用し
ます。両側からコアの汚れを落とします。

注意
コアを洗浄する際は、高濃度の苛性クリーナを使用
しないでください。高濃度の苛性クリーナは、コア
の内部金属に作用して漏れが起こる原因となりま
す。推奨濃度のクリーナのみを使用してください。

444... 適切なクリーナを用いて，コアを逆流洗浄し
ます。

555... コアをスチーム洗浄して，残留物をすべて取
り除いてください。アフタクーラコアのフィ
ンを洗い流します。詰まって残留している異
物があれば，すべて取り除きます。

666... コアを熱い石鹸水で洗います。きれいな水
で，コアを入念にすすぎます。
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圧圧圧縮縮縮空空空気気気ににによよよっっってててははは、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああ
りりりままますすす。。。

正正正しししいいい手手手順順順ににに従従従わわわななないいいととと、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。圧圧圧縮縮縮空空空気気気ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、保保保護護護マママ
スススクククおおおよよよびびび保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

清清清掃掃掃ににに使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、ノノノズズズルルルののの最最最高高高空空空気気気圧圧圧ははは
222000555 kkkPPPaaa (((333000 pppsssiii)))未未未満満満でででなななけけけれれればばばなななりりりままませせせんんん。。。

777... 圧縮空気を使ってコアを乾燥させます。 圧
縮空気の吹きつけ方向は，通常の流れと逆方
向にします。

888... コアが十分きれいになっているか点検しま
す。コアの圧力試験を実施します。必要に
応じコアを修理してください。

999... コアを取り付けます。手順については，OEM
の資料を参照してください。

111000... 清掃後，エンジンを運転します。これを行
うと，異物の除去とコアの乾燥に役立ちま
す。エンジンを停止してください。

i05765775

アアアフフフタタタクククーーーラララ･･･コココアアア －－－ 点点点検検検

注注注記記記:::運転環境の状況に応じて清掃の頻度を調整し
てください。

損傷したフィン,腐食,汚れ,グリース,虫,葉,
オイルおよびその他の異物がないかアフタ
クーラを点検します。必要に応じて，アフタ
クーラを清掃してください。

エアツーエアアフタクーラの清掃は，ラジエー
タと同じ手順で行ってください。

圧圧圧縮縮縮空空空気気気ににによよよっっってててははは、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああ
りりりままますすす。。。

正正正しししいいい手手手順順順ににに従従従わわわななないいいととと、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。圧圧圧縮縮縮空空空気気気ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、保保保護護護マママ
スススクククおおおよよよびびび保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

清清清掃掃掃ににに使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、ノノノズズズルルルののの最最最高高高空空空気気気圧圧圧ははは
222000555 kkkPPPaaa (((333000 pppsssiii)))未未未満満満でででなななけけけれれればばばなななりりりままませせせんんん。。。

清掃後，エンジンを始動して運転します。これ
を行うと，異物の除去とコアの乾燥に役立ちま
す。エンジンを停止してください。

フィンに破損がないか点検してください。曲
がったフィンは“コーム”を使って元の形状に
戻せることがあります。

注注注記記記:::アフタクーラ系統の部品を修理したり交換し
た場合は，漏れテストの実施を推奨します。

溶接,マウンチングブラケット,エア配管,接
続,クランプおよびシールの状態を点検しま
す。必要な場合は，修理を行う。

i05156910

オオオルルルタタタネネネーーータタタ －－－点点点検検検

Perkins は，オルタネータの定期点検を推奨し
ている。オルタネータを点検し，接続部にゆる
みが生じていないか，バッテリ充電状態が適切
かを点検する。エンジンの作動中に電流計（装
備されている場合）を観察し，バッテリおよび
電気系統が所定の性能を発揮しているかを点検
する。必要に応じて修理を行ってください。

オルタネータとバッテリ充電器が正常に作動し
ているかを確認する。バッテリの充電状態が適
正な場合，電流計の表示値はほぼゼロになる。
全てのバッテリを充電済みの状態で維持してく
ださい。クランキング能力は温度の影響を受け
るため，バッテリは暖かい場所で保管する。
バッテリの温度が低すぎる場合、バッテリを
使ってエンジンのクランキングができなくなり
ます。エンジンが長期間運転されていない場合
やエンジンの作動時間が短い場合、バッテリが
十分に再充電されていない可能性があります。
充電不足のバッテリは完全に充電されたバッテ
リよりも容易に凍結します。

i05765723

オオオルルルタタタネネネーーータタタプププーーーリリリ --- 点点点検検検

111... エンジンの電気供給を停止します。
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図

28

g01237956

代表例

222... ガード(3)を取り外してオルタネータ(2)のド
ライブプーリ(1)の作業ができるようにしま
す。

図

29

g01233693

代表例

333... グラブネジ(4)を20 N·m (15 lb ft)のトルク
で締め付けます。

444... ガード(3)を取り付けます。

555... エンジンの電気供給を開始します。

i02570716

バババッッッテテテリリリ－－－交交交換換換

バババッッッテテテリリリははは爆爆爆発発発すすするるる恐恐恐れれれのののあああるるる可可可燃燃燃性性性ガガガスススををを放放放出出出
しししままますすす。。。火火火花花花ははは可可可燃燃燃性性性ガガガスススににに点点点火火火すすするるる原原原因因因とととなななるるる
恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。こここれれれににによよよりりり、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死
亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリがががエエエンンンクククロロローーージジジャャャににに納納納めめめららられれれててていいいるるる場場場合合合
ははは、、、適適適切切切ななな換換換気気気ををを確確確保保保しししてててくくくだだださささいいい。。。バババッッッテテテリリリののの
近近近くくくででで電電電気気気アアアーーークククまままたたたははは火火火花花花ががが発発発生生生ををを防防防ぐぐぐたたためめめ正正正
しししいいい手手手順順順ににに従従従っっってててくくくだだださささいいい。。。バババッッッテテテリリリ作作作業業業ををを行行行っっっ
ててていいいるるるととときききははは、、、喫喫喫煙煙煙しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリ･･･ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびびバババッッッテテテリリリははは、、、バババッッッテテテリリリ･･･
カカカバババーーーををを付付付けけけたたたまままままま取取取りりり外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。整整整
備備備作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににバババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり外外外しししてててくくく
だだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態でででバババッッッテテテリリリ･･･
ケケケーーーブブブルルルまままたたたはははバババッッッテテテリリリををを取取取りりり外外外すすすととと、、、バババッッッテテテリリリ
ががが爆爆爆発発発しししててて人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

111... エンジンのスイッチを「OFF」位置にしてく
ださい。電気的負荷をすべて取り除いてくだ
さい。

222... バッテリ･チャージャのスイッチを切ってく
ださい。バッテリ･チャージャを切り離して
ください。

333... マイナス “－”ケーブルが、バッテリの “－”
端子から始動モータのマイナス “－”端子に接
続されています。 このケーブルを、バッテリ
“－”端子から切り離してください。

444... ケーブル “+”側がバッテリ “+”端子から始動
モータの “+”端子に接続されています。この
ケーブルを、バッテリ “+”端子から切り離し
てください。

注注注記記記:::バッテリは、必ずリサイクルしてください。
バッテリは、絶対に廃棄しないでください。 使用済
みバッテリは、適切なリサイクル施設に返却してく
ださい。

555... 使用済みバッテリを取り外してください。

666... 新しいバッテリを取り付けてください。
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注注注記記記:::ケーブルを接続する前に、エンジン始動ス
イッチが「OFF」位置になっていることを確認して
ください。

777... ケーブルを始動モータからバッテリ “+”端子
に接続してください。

888... ケーブル “－”側をバッテリ “－”端子に接続
してください。

i05156908

バババッッッテテテリリリ電電電解解解液液液レレレベベベルルル－－－点点点検検検

エンジンが長期間運転されていない場合やエン
ジンの作動時間が短い場合，バッテリが十分に
再充電されていない可能性がある。バッテリの
凍結を回避するため，完全に充電されているか
確認する。バッテリの充電状態が適正な場合，
エンジンの運転中に電流計の表示値はほぼゼロ
になる。

全全全てててののの鉛鉛鉛バババッッッテテテリリリにににははは、、、肌肌肌ややや衣衣衣類類類ををを焦焦焦がががすすす硫硫硫酸酸酸ががが
含含含まままれれれててていいいままますすす。。。 バババッッッテテテリリリののの近近近くくくででで作作作業業業すすするるる場場場合合合
ははは、、、常常常ににに保保保護護護マママスススクククととと保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささ
いいい。。。

111... フィラ・キャップを取り外してください。
電解液のレベルは，バッテリの “FULL”（上
限）マークに維持する。

水の補充が必要な場合，蒸溜水を使用する。
蒸溜水が手に入らない場合，ミネラル分の少
ないきれいな水を使用する。人為的に軟水化
処理された水は使用しないこと。

222... 適切なバッテリテスタを使用して，電解液の
状態を点検する。

333... キャップを取付ける。

444... バッテリを清掃する。

バッテリケースの清掃には，次のいずれかの
洗剤を使用する。

• 重曹（ベーキングソーダ）0.1 kg
(0.2 lb)ときれいな水1 L (1 qt)の混合液

• 水酸化アンモニウムの水溶液

バッテリケースは，きれいな水で完全に洗い
流すこと。

i02570672

バババッッッテテテリリリまままたたたはははバババッッッテテテリリリ･･･ケケケーーー
ブブブルルル －－－ 切切切離離離ししし

バババッッッテテテリリリ･･･ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびびバババッッッテテテリリリははは、、、バババッッッテテテリリリ･･･
カカカバババーーーををを付付付けけけたたたまままままま取取取りりり外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。整整整
備備備作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににバババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり外外外しししてててくくく
だだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態でででバババッッッテテテリリリ･･･
ケケケーーーブブブルルルまままたたたはははバババッッッテテテリリリををを取取取りりり外外外すすすととと、、、バババッッッテテテリリリ
ががが爆爆爆発発発しししててて人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

111... 始動スイッチを「OFF」位置に回してくださ
い。イグニション･スイッチ（装備の場合）
を「OFF」位置に回し、キーを抜き、全ての
電気負荷を取り除いてください。

222... バッテリ（－）端子を取り外してください。
ケーブルが端子に接触しないようにしてくだ
さい。 12ボルトのバッテリが4個ある場合
は、2個のマイナス端子を取り外してくださ
い。

333... プラス側の接続部を取り外してください。

444... 取り外した接続部およびバッテリの端子の汚
れを落としてください。

555... 微細級のサンドペーパを使用して端子および
ケーブル･クランプ金具を磨いてください。
表面に光沢が生じるまでこれらの部品を磨い
てください。このとき、生地を削りすぎない
ようにしてください。生地を削りすぎると、
クランプが正しくはまらなくなります。クラ
ンプおよび端子に、適切なシリコン潤滑剤ま
たはワセリンを塗ってください。

666... ケーブルの接続部をテープで巻いて、偶発的
な始動を防止してください。

777... 必要なシステムの修理を行ってください。

888... バッテリを接続するには、プラスの接続を先
にし、マイナスの接続をその後にしてくださ
い。

i05765753

ベベベルルルトトト －－－ 点点点検検検／／／調調調整整整／／／交交交換換換
(ファンドライブベルト)

SJBU8191 47
交換容量

バッテリ電解液レベル－点検



点検
111... エンジンの電気供給を停止します。

222... エアパイプのファスナ（図示されていない）
を緩めます。

333... ガード（図示されていない）を取り外しま
す。

図

30

g02025316

444... ベルト(1)に亀裂がないか点検します。ベル
トに汚染がないか点検します。必要に応じ
て，ベルトを交換します。詳細について
は，“交換”を参照してください。

555... ベルト張力は位置Aで点検する必要がありま
す。適切なばねばかり と適切なストレート
エッジを使用して，ベルト張力を点検しま
す。

666... ベルト張力が62 N (14 lb)，位置Bの最大たわ
みが16 mm (0.63 in)である必要があります。

777... ベルト張力が62 N (14 lb)を超える場合はベ
ルトを調整します。詳細については，“調
整”を参照してください。

888... エアパイプのファスナ（図示されていない）
を120 N·m (88.5 lb ft)のトルクで締め付けま
す。

999... ガード（図示されていない）を取り付けま
す。

111000... エンジンの電気供給を開始します。

調整
111... 必要に応じて，エンジンの電気供給を停止し

ます。エアパイプのファスナを緩めてガード
を取り外します。

図
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g01239588

222... ロックナット(4)を緩めます。

333... ロッド(3)を回してベルト(1)の張力が適正に
なるように調整します。正しい仕様について
は，“点検”を参照してください。

444... ロックナット(4)を120 N·m (88.5 lb ft)のト
ルクで締め付けます。

555... 必要に応じて，エンジンの電気供給を開始し
ます。エアパイプのファスナを締め付けて
ガードを取り付けます。

交換
注注注記記記:::ファンドライブベルトはセットで交換する必
要があります。 ベルトを個々に交換しないでくださ
い。
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ファンドライブベルトの取外し

図
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g01239588

代表例

111... 必要に応じて，エンジンの電気供給を停止し
ます。エアパイプのファスナを緩めてガード
を取り外します。

222... ロックナット(4)を緩めます。

333... プーリ(2)がエンジンの中心に向くまでロッ
ド(3)を回します。

444... ベルト(1)を取り外します。

ファンドライブベルトの取付け

111... 新しいベルト(1)をプーリ上に取り付けま
す。

222... ロッド(3)を回して，初張力が77 N (17 lb)に
なるようにします。たわみの合計が16 mm
(0.63 in)を超えないようにしてください。

333... ロックナット(4)を120 N·m (88.5 lb ft)のト
ルクで締め付けます。

444... ファンドライブベルトのプーリを3 ~ 4回転回
して，ファンドライブベルトを正しく取り付
けます。張力は77 N (17 lb)を維持するよう
にしてください。

555... 必要に応じて，エンジンの電気供給を開始し
ます。エアパイプのファスナを締め付けて
ガードを取り付けます。

666... エンジンを15 ~ 20分間運転します。正しい
手順については，取扱説明書Starting the
Engineを参照してください。

777... エンジンを停止してください。正しい手順
については，取扱説明書Stopping the Engine
を参照してください。

888... 必要に応じて，エンジンの電気供給を停止し
ます。エアパイプのファスナを緩めてガード
を取り外します。

999... ロックナット(4)を緩めます。

111000... ロッド(3)を回して，最終張力が62 N
(14lb)になるようにします。たわみの合計が
16 mm (0.63 in)を超えないようにしてくださ
い。

111111... ロックナット(4)を120 N·m (88.5 lb ft)の
トルクで締め付けます。

111222... 必要に応じて，エンジンの電気供給を開始
します。エアパイプのファスナを締め付けて
ガードを取り付けます。

i05765718

ベベベルルルトトト －－－ 点点点検検検／／／調調調整整整／／／交交交換換換
(オルタネータベルト)

点検
111... エンジンの電気供給を停止します。
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図
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g01233715

代表例

22.. ボルト(2)を取り外し，ガード(3)を取り外し
ます。

33.. ベルト(1)に亀裂がないか点検します。ベル
トに汚染がないか点検します。必要に応じ
て，ベルトを交換します。詳細について
は，“交換”を参照してください。

図

34

g01239310

44.. (X)の場所に15.6 N (3.5 lb)の圧力をかけま
す。

たわみの合計が1.5 mm (0.06 in)を超えない
ようにしてください。

たわみの合計が1.5 mm (0.06 in)を超える場
合はベルトを交換してください。詳細につい
ては，“交換”を参照してください。

55.. ガード(3)およびボルト(2)を取り付けます。

66.. エンジンの電気供給を開始します。

Adjustment
オルタネータベルトは歯付きベルトです。ベ
ルトの張力は調整できません。ベルトにプレ
ロードを与える必要はありません。軽い張力を
与えるとベルトがプーリにぴったり合います。

交換

オルタネータベルトの取外し

11.. 必要に応じて，エンジンの電気供給を停止し
てガードを取り外します。

図
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g01239580

代表例

22.. ナット(5)およびボルト(4)を取り外します。

33.. ナット(7)を緩め，オルタネータ(6)をエンジ
ンの方へ押します。

44.. ベルト(1)を取り外します。

オルタネータベルトの取付け

11.. ベルト(1)をプーリ上に取り付けます。

注注記記::ベルトの歯とプーリの歯が噛み合っているこ
とを確認します。

22.. オルタネータ(6)をエンジンから引き離しま
す。ボルト(4)およびナット(5)を取り付けま
す。

33.. ナット(5)および(7)を締め付けます。
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444... ベルトの張力を点検します。正しい手順に
ついては，“点検”を参照してください。

555... 必要に応じて，エンジンの電気供給を開始し
てガードを取り付けます。

i05765732

冷冷冷却却却系系系統統統冷冷冷却却却水水水(((EEELLLCCC))) －－－ 交交交換換換

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、液体類が確実に容器に収納されるよ
う十分注意を払ってください。液体類が入った区画
を開けたり液体類が入った構成部品を分解したりす
る前に、適切な容器で液体を回収する準備をしてお
いてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

次の状態が存在する場合は，推奨保守整備間隔
の前にクーリングシステムを洗浄およびフラッ
シングします。

• エンジンが頻繁にオーバーヒートする。

• クーラントの発泡が確認された。

• オイルがクーリングシステムに混入し，クーラン
トが汚染されている。

• 燃料がクーリングシステムに混入し，クーラント
が汚染されている。

注注注記記記:::クーリングシステムを洗浄する時は，ELCを排
出し交換する際にきれいな水のみを使用します。

注注注記記記:::クーリングシステムから排出を終えた後，
ウォータポンプと水温レギュレータを点検します。
このとき，必要に応じてウォータポンプ，水温レ
ギュレータ，およびホースを交換します。

ドレーン

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

図
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g01211179

代表例

111... エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップ(1)を徐々に
緩めます。クーリングシステムフィラキャッ
プを取り外します。

図
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g01211160

代表例

222... シリンダブロックのドレーンプラグ(2)を取
り外すか，ドレーンコックを開きます。
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33.. ラジエータのドレーンプラグを取り外すか，
ドレーンコックを開きます。

図
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g01211161

代表例

44.. オイルクーラのドレーンプラグ(3)を取り外
すか，ドレーンコックを開きます。

図
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g02091597

代表例

55.. アフタクーラのドレーンプラグ(5)を取り外
すか，ドレーンコックを開きます。

66.. クーラントを排出させます。

注意
使用済みエンジン冷却水は廃棄するか、またはリサ
イクルしてください。使用済み冷却水をエンジン冷
却系統で再利用するための様々な再生方法が提案さ
れています。パーキンス社で容認できる使用済み冷
却水の再生方法は、完全蒸溜法だけです。

使用済みクーラントの廃棄およびリサイクルに
関する詳細は，Perkins ディーラまたは
Perkins ディストリビュータにお問い合わせく
ださい。

フラッシング
11.. 異物を除去するには，きれいな水でクーリン

グシステムをフラッシングします。

22.. シリンダブロックのドレーンプラグ(2)を取
り付けるか，ドレーンコックを閉じます。ラ
ジエータのドレーンプラグを取り付けるか，
ドレーンコックを閉じます。オイルクーラの
ドレーンプラグ(3)を取り付けるか，ドレー
ンコックを閉じます。アフタクーラのドレー
ンプラグ(5)を取り付けるか，ドレーンコッ
クを閉じます。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにし
てください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

33.. クーリングシステムに清浄な水を補充する。

装着されている場合は，アフタクーラのベン
トスクリュ(4)を緩めます。空気が含まれて
いないクーラントがベントスクリュから流れ
るまで，クーリングシステムを充填します。
ベントスクリュをしっかりと締め付けます。

クーリングシステムフィラキャップ(1)を取
り付けます。

44.. エンジンを始動します。温度が49 ~ 66 °C
(120 ~ 150 °F)に到達するまでエンジンを運
転します。
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555... エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップ(1)を徐々に
緩めます。クーリングシステムフィラキャッ
プを取り外します。シリンダブロックのド
レーンプラグ(2)を取り外すか，ドレーン
コックを開きます。ラジエータのドレーンプ
ラグを取り外すか，ドレーンコックを開きま
す。オイルクーラのドレーンプラグ(3)を取
り外すか，ドレーンコックを開きます。 アフ
タクーラのドレーンプラグ(5)を取り外す
か，ドレーンコックを開きます。水を排出さ
せます。クーリングシステムをきれいな水で
フラッシングします。

燃料充填
111... シリンダブロックのドレーンプラグ(2)を取

り付けるか，ドレーンコックを閉じます。ラ
ジエータのドレーンプラグを取り付けるか，
ドレーンコックを閉じます。オイルクーラの
ドレーンプラグ(3)を取り付けるか，ドレー
ンコックを閉じます。アフタクーラのドレー
ンプラグ(5)を取り付けるか，ドレーンコッ
クを閉じます。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにし
てください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

222... クーリングシステムにエクステンデッドライ
フクーラント（ELC）を充填します。クーリ
ングシステムの仕様の詳細については，取扱
説明書Fluid Recommendations（Maintenance
の項）を参照してください。クーリングシス
テムフィラキャップ(1)は取り付けないでく
ださい。

333... エンジンを始動します。エンジンを運転し
てエンジンブロックの空洞にある気泡を除去
してください。エンジンを停止してくださ
い。

444... クーラントレベルがフィラパイプの底から
25 mm (1.0 in)以内であることを確認しま
す。

図
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代表例

555... クーリングシステムフィラキャップ(1)を清
掃してシール(2)を点検します。シールが損
傷している場合は，古いフィラキャップを廃
棄して，新しいフィラキャップを取り付けま
す。シールに損傷がない場合は，適切な加圧
ポンプを使用してフィラキャップの圧力試験
を行います。適正圧力は，フィラキャップの
表面に刻印されています。フィラキャップが
適正な圧力を保持しない場合は，フィラ
キャップを交換します。

クーリングシステムフィラキャップを取り付
けます。

666... エンジンを始動して，運転する。クーリン
グシステムに漏れがないか点検する。クーリ
ングシステムが適正温度で作動していること
を確認します。

i05765720

クククーーーリリリンンングググシシシススステテテムムムクククーーーララランンントトト
ののの交交交換換換
(防止剤)

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、液体類が確実に容器に収納されるよ
う十分注意を払ってください。液体類が入った区画
を開けたり液体類が入った構成部品を分解したりす
る前に、適切な容器で液体を回収する準備をしてお
いてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。
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注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

次の状態が存在する場合は，推奨保守整備間隔
の前にクーリングシステムを洗浄およびフラッ
シングします。

• エンジンが頻繁にオーバーヒートする。

• クーラントの発泡が確認された。

• オイルがクーリングシステムに混入し，クーラン
トが汚染されている。

• 燃料がクーリングシステムに混入し，クーラント
が汚染されている。

注注記記::クーリングシステムを洗浄するときは，防止
剤を排出し交換する際にきれいな水のみを使用しま
す。

注注記記::クーリングシステムから排出を終えた後，
ウォータポンプと水温レギュレータを点検します。
このとき，必要に応じてウォータポンプ，水温レ
ギュレータ，およびホースを交換します。

ドレーン

加加圧圧シシスステテムム：：高高温温のの冷冷却却水水にによよりり重重度度のの火火傷傷事事
故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。冷冷却却系系統統ののフフィィララーー･･
キキャャッッププをを開開けけるるととききはは、、エエンンジジンンをを停停止止しし、、冷冷
却却系系統統のの構構成成部部品品がが冷冷めめるるままでで待待っっててくくだだささいい。。
圧圧力力をを解解放放すするる場場合合はは、、冷冷却却系系統統圧圧力力キキャャッッププをを
ゆゆっっくくりりゆゆるるめめててくくだだささいい。。

図
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代表例

11.. エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップ(1)を徐々に
緩めます。クーリングシステムフィラキャッ
プを取り外します。

図
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代表例

22.. シリンダブロックのドレーンプラグ(2)を取
り外すか，ドレーンコックを開きます。

33.. ラジエータのドレーンプラグを取り外すか，
ドレーンコックを開きます。

図
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代表例

44.. オイルクーラのドレーンプラグ(3)を取り外
すか，ドレーンコックを開きます。
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図
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代表例

55.. アフタクーラのドレーンプラグ(5)を取り外
すか，ドレーンコックを開きます。

66.. クーラントを排出させます。

注意
液体は法令に従って廃却処理すること。使用済みエ
ンジンクーラントをリサイクルしてエンジンクーリ
ングシステムに再使用する際，Perkins Engines
Company LTD では，完全蒸留の手順のみをクーラ
ントの回収手順として許容しています。

フラッシング
11.. 異物を除去するには，きれいな水でクーリン

グシステムをフラッシングします。

22.. シリンダブロックのドレーンプラグ(2)を取
り付けるか，ドレーンコックを閉じます。 ラ
ジエータのドレーンプラグを取り付けるか，
ドレーンコックを閉じます。オイルクーラの
ドレーンプラグ(3)を取り付けるか，ドレー
ンコックを閉じます。アフタクーラのドレー
ンプラグ(5)を取り付けるか，ドレーンコッ
クを閉じます。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにし
てください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

33.. クーリングシステムに清浄な水を補充する。

装着されている場合は，アフタクーラのベン
トスクリュ(4)を緩めます。空気が含まれて
いないクーラントがベントスクリュから流れ
るまで，クーリングシステムを充填します。
ベントスクリュをしっかりと締め付けます。

クーリングシステムフィラキャップ(1)を取
り付けます。

44.. エンジンを始動します。温度が49 ~ 66 °C
(120 ~ 150 °F)に到達するまでエンジンを運
転します。

55.. エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップ(1)を徐々に
緩めます。クーリングシステムフィラキャッ
プを取り外します。 シリンダブロックのド
レーンプラグ(2)を取り外すか，ドレーン
コックを開きます。 ラジエータのドレーンプ
ラグを取り外すか，ドレーンコックを開きま
す。オイルクーラのドレーンプラグ(3)を取
り外すか，ドレーンコックを開きます。アフ
タクーラのドレーンプラグ(5)を取り外す
か，ドレーンコックを開きます。水を排出さ
せます。クーリングシステムをきれいな水で
フラッシングします。

燃料充填
11.. シリンダブロックのドレーンプラグ(2)を取

り付けるか，ドレーンコックを閉じます。ラ
ジエータのドレーンプラグを取り付けるか，
ドレーンコックを閉じます。オイルクーラの
ドレーンプラグ(3)を取り付けるか，ドレー
ンコックを閉じます。アフタクーラのドレー
ンプラグ(5)を取り付けるか，ドレーンコッ
クを閉じます。
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注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにし
てください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

222... クーリングシステムに水と防止剤を充填しま
す。クーリングシステムの仕様の詳細につい
ては，取扱説明書Fluid Recommendations
（Maintenanceの項）を参照してください。
クーリングシステムフィラキャップ(1)は取
り付けないでください。

333... エンジンを始動します。エンジンを運転し
てエンジンブロックの空洞にある気泡を除去
してください。エンジンを停止してくださ
い。

444... クーラントレベルがフィラパイプの底から
25 mm (1.0 in)以内であることを確認しま
す。

図
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555... クーリングシステムフィラキャップ(1)を清
掃してシール(2)を点検します。シールが損
傷している場合は，古いフィラキャップを廃
棄して，新しいフィラキャップを取り付けま
す。シールに損傷がない場合は，適切な加圧
ポンプを使用してフィラキャップの圧力試験
を行います。適正圧力は，フィラキャップの
表面に刻印されています。フィラキャップが
適正な圧力を保持しない場合は，フィラ
キャップを交換します。

クーリングシステムフィラキャップを取り付
けます。

666... エンジンを始動して，運転する。クーリン
グシステムに漏れがないか点検する。クーリ
ングシステムが適正温度で作動していること
を確認します。

i05765738

冷冷冷却却却系系系統統統冷冷冷却却却水水水レレレベベベルルル --- 点点点検検検

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

エンジンを停止して冷却されてから，クーラン
トレベルを点検します。

図
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111... 圧力を解放するため，クーリングシステム
フィラキャップ(1)をゆっくり取り外しま
す。

222... クーラントレベルは，フィラパイプの底から
25 mm (1.0 in)以内に維持します。
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図
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333... クーリングシステムフィラキャップ(1)を清
掃してシール(2)を点検します。シールが損
傷している場合は，古いフィラキャップを廃
棄して，新しいフィラキャップを取り付けま
す。シールに損傷がない場合は，適切な加圧
ポンプを使用してフィラキャップの圧力試験
を行います。適正圧力は，フィラキャップの
表面に刻印されています。フィラキャップが
適正な圧力を保持しない場合は，フィラ
キャップを交換します。

クーリングシステムフィラキャップを取り付
けます。

444... クーリングシステムに漏れがないか点検す
る。

i05156902

被被被駆駆駆動動動装装装置置置 --- 点点点検検検

被駆動装置に対する次のメンテナンスで推奨さ
れる事項の詳細については，OEM仕様を参照。

• 点検

• 調整

• 潤滑

• その他のメンテナンスの推奨事項

被駆動装置についてOEMの推奨するメンテナン
スは，すべて実施すること。

i05765749

エエエンンンジジジンンン－－－清清清掃掃掃

高高高電電電圧圧圧ににによよよりりり重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。。。

湿湿湿気気気のののたたためめめににに導導導電電電パパパスススががが形形形成成成ささされれれるるるここことととがががああありりりままま
すすす。。。

電電電気気気系系系統統統がががOOOFFFFFFににになななっっっててていいいるるるここことととををを確確確かかかめめめてててくくくだだだ
さささいいい。。。始始始動動動制制制御御御装装装置置置をををロロロッッックククししし、、、制制制御御御装装装置置置ににに “““運運運
転転転禁禁禁止止止”””ののの札札札ををを取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

注意
エンジン上に堆積しているグリースおよびオイルに
よって火災が発生する恐れがあります。常にエンジ
ンをきれいな状態に保ってください。エンジン上に
クズや液体がこぼれて堆積している場合は、必ず取
り除いてください。

注意
水または結露により発電機の構成部品が損傷する恐
れがあります。電気構成部品を水にさらさないでく
ださい。

注意
一部のエンジンコンポーネントについては洗浄され
ないよう保護する必要があり，それを怠った場合
は，エンジンの保証が無効になることもあります。
エンジンの洗浄は，エンジンを1時間冷ましてから
行ってください。

エンジンの清掃は，定期的に実行することが推
奨されます。エンジンを清浄な状態で維持する
ことには，次の利点があります。

• 液体漏れの特定の容易化

• 熱伝導特性の最大化

• メンテナンスの容易化

注注注記記記:::エンジン清掃時に水を過剰に使用すると，電
気部品が損傷する危険性があるので注意が必要で
す。 圧力ウォッシャやスチームクリーナは，コネク
タ背面のケーブル接点や電気コネクタに決して向け
ないでください。 オルタネータ，スタータモータ，
およびECUといった電気部品にはスチームを当てな
いでください。
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i05765719

エエエンンンジジジンンン･･･エエエアアア･･･クククリリリーーーナナナ･･･エエエレレレ
メメメンンントトト －－－ 交交交換換換

注意
エア･クリーナ･エレメントを装着しない状態で、エ
ンジンを絶対に運転しないでください。エア･ク
リーナ･エレメントが損傷した状態で、エンジンを
絶対に運転しないでください。プリーツ、ガスケッ
トまたはシールの損傷しているエア･クリーナ･エレ
メントは使用しないでください。エンジンに塵埃が
侵入してエンジン構成部品の早期摩耗および損傷を
起こします。エア･クリーナ･エレメントは、浮遊し
ている塵埃が空気取入れ口から侵入するのを防止し
ます。

注意
エンジンに塵埃が侵入するため、エンジン運転中に
は絶対にエア･クリーナ･エレメントの保守整備作業
を行わないでください。

サービスインジケータが起動された場合はエア
フィルタエレメントを交換します。詳細につい
ては，取扱説明書エンジンエアクリーナサービ
スインジケータ -点検を参照してください。

一部のエンジンには，エアインテイクプレク
リーナが装備されています。エアフィルタのメ
ンテナンスを実施する前にプレクリーナを清掃
してください。エアクリーナのハウジングに汚
れが入らないようにしてください。

図
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111... 固定クランプ(3)を緩めてハウジング(1)のカ
バー(4)を取り外します。

222... ハウジング(1)から古いエレメント(2)を取り
外します。古いエレメントを廃棄します。

注注注記記記:::ハウジングに汚れが入らないようにしてくだ
さい。

333... ハウジング(1)に新しいエレメント(2)を取り
付けます。カバー(4)を取り付けて固定クラ
ンプ(3)を締め付けます。

i05765772

エエエンンンジジジンンン･･･エエエアアア･･･フフフィィィルルルタタタ･･･サササーーー
ビビビススス･･･イイインンンジジジケケケーーータタタ --- 点点点検検検

サービスインジケータの点検
サービスインジケータを点検します。サービス
インジケータのいずれかが起動されていれば，
エアフィルタエレメントを交換してください。

図
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g01242320

エアフィルタエレメントが利用可能な状態のと
き，サービスインジケータ(1)の中央部分は透
明になっています。
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図
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エアフィルタエレメントの交換が必要なとき，
サービスインジケータ(1)の中央部分が赤色に
なっています。

サービスインジケータのリセット

図
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g01242328

サービスインジケータが起動されている場合や
エアフィルタエレメントを交換した場合は，
サービスインジケータをリセットする必要があ
ります。サービスインジケータ(1)をリセット
するには，ボタン(2)を押します。

サービスインジケータが簡単にリセットされな
い場合は，サービスインジケータを交換する必
要があります。

注注注記記記:::非常に埃の多い環境では，サービスインジ
ケータを頻繁に交換する必要があります。

i05765776

エエエンンンジジジンンン･･･クククララランンンクククケケケーーーススス･･･ブブブ
リリリーーーザザザ --- 洗洗洗浄浄浄

エンジンクランクケースブリーザは，ウォータ
レギュレータの側面に取り付けられています。

111... スタータモータの電気供給を停止します。

図
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g02775881

代表例

222... 蝶ナット(1)とカバー(2)を取り外します。

333... フィルタエレメント(3)をブリーザボディ(5)
から取り外します。

444... フィルタエレメント(3)を洗浄して乾燥させ
ます。フィルタエレメントに損傷や劣化がな
いか点検します。 必要であればフィルタエレ
メントを交換します。

555... フィルタエレメント(3)をブリーザボディ(5)
に取り付けます。

666... カバー(2)のシールに損傷がないか確認しま
す。必要であれば，シールを交換する。

777... カバー(2)をダウエル(4)に合わせます。カ
バーをブリーザボディ(5)に取り付けます。

888... 蝶ナット(1)を取り付けます。蝶ナットを
しっかりと締め付けます。
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999... スタータモータの電気供給を開始します。

i05765729

エエエンンンジジジンンン･･･マママウウウンンントトト（（（防防防振振振装装装置置置)))
--- 点点点検検検
エンジンと被駆動装置の芯合せ不良は、大きな
損害の原因となります。振動が大きいと芯合せ
不良になることがあります。次の原因により、
エンジンと被駆動装置に大きな振動が起こるこ
とがあります。

• 取付け不良

• ボルトのゆるみ

• アイソレータの劣化取付けボルトが適正トル

クで締め付けられてい
ることを確かめます。

アイソレータにオイルの付着、および汚れがな
いことを確かめてください。アイソレータが劣
化していないか点検します。アイソレータのボ
ルトが適正トルクで締め付けられていることを
確かめます。

劣化しているアイソレータがあれば交換してく
ださい。アイソレータに関する詳細について
は、OEMから提供される資料をご参照くださ
い。

i05765766

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタ(((オオオ
グググジジジリリリアアアリリリ))) --- 交交交換換換
注注注記記記:::メンテナンスを実施する前に，取扱説明書エ
ンジンオイルサンプル - 取得を参照してください。

エンジン運転中のフィルタ交換

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

図
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g02775859

代表例

切り換えバルブ(1)には3つの位置があります。

• (A)オイル流量は両方のオイルフィルタへ。

• (B)オイル流量は左側のオイルフィルタへ。

• (C)オイルのフローは右側のオイルフィルタへ。

111... 切り換えバルブを「B」の位置に回します。
適切なツール(2)を使用して，右側のオイル
フィルタを取り外します。

注注注記記記:::オイルフローの方向(DおよびE)。

222... ハウジングのシール面に汚れがないことを確
認します。新しいオイルフィルタにきれいな
エンジンオイルを充填します。新しいオイル
フィルタを取り付けます。切り換えバルブを
「A」の位置に回します。オイル漏れがない
か点検します。

333... 切り換えバルブを「C」の位置に回します。
適切なツールを使用して，左側のオイルフィ
ルタを取り外します。

444... ハウジングのシール面に汚れがないことを確
認します。新しいオイルフィルタにきれいな
エンジンオイルを充填します。新しいオイル
フィルタを取り付けます。手の圧力だけでオ
イルフィルタを取り付けます。切り換えバル
ブを「A」の位置に回します。オイル漏れが
ないか点検します。
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555... 漏れたエンジンオイルを拭き取ります。

i05765740

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルル･･･レレレベベベルルル --- 点点点検検検

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注意
この保守整備はエンジンが停止している状態で行っ
てください。

注注注記記記:::エンジンを「OFF」に切り替えたら，エンジン
オイルがオイルパンに排出されるまで10分間待って
から，オイルレベルを点検してください。

注意
オイルレベルが “Max” マーク以上にある状態でエン
ジンを運転すると，クランクシャフトがオイル内に
入ることがあります。クランクシャフトがオイルに
浸かったときに生じる気泡のためにオイルの潤滑特
性が低下し，出力の損失が生じることがあります。

図
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g01236968

図
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g01165836

(Y) “Min”（最低）マーク。 (X) “Max”（最大）マー
ク。

111... オイルレベルは，エンジンオイルレベルゲー
ジ(2)の “Min”（最低）マーク(Y)と “Max”
（最大）マーク(X)の間で維持してくださ
い。 “Max”（最大）マーク(X)を超えてオイ
ルパンを充填しないでください。

222... 必要に応じて，オイルフィラキャップ(1)を
取り外し，オイルを補充します。オイルフィ
ラキャップを洗浄する。フィラキャップを取
り付ける。

i05765727

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルポポポンンンプププ --- 点点点検検検

エンジンオイルポンプの故障はクランクシャフ
トの固着を引き起こすことがあります。
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エンジンオイルポンプを取り外して分解しま
す。詳細については，稼動マニュアルTSL4165
を参照してください。エンジンオイルポンプの
コンポーネントに摩耗や損傷がないか点検しま
す。詳細については，稼動マニュアルTSL4165
を参照してください。摩耗していたり損傷して
いたら交換する。または，エンジンオイルポン
プを交換します。

i05765743

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルル･･･サササンンンプププルルル --- 採採採
取取取

エンジン潤滑油の状態は，予防メンテナンスプ
ログラムの一部として定期的に点検する必要が
あります。

オイル分析プログラムの開始

最初の500時間

最初の500時間の分析では，鉄および銅のレベ
ルが許容されるパラメータよりも高く表示され
ます。エンジンを運転し続けると，規定のパラ
メータまでレベルが下がります。

運転時間 250時間毎

オイルサンプルを250時間毎に収集する必要が
あります。

オイルサンプリングの結果を分析することで傾
向を確認できます。個々のオペレータがエンジ
ンの整備プログラムを作成できます。

注注注記記記:::メンテナンス計画はPerkins Engines Stafford
の同意を得る必要があります。

サンプルの採取および分析

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

オイルサンプルは，エンジンオイルパンの中間
の高さから収集する必要があります。オイルサ
ンプルをドレーンプラグから収集しないでくだ
さい。

最大限に正確な分析結果を得るために，オイル
のサンプル収集前に次の情報を記録しておきま
す。

• サンプル収集の実行日

• エンジン･モデル

• エンジン番号

• エンジンの稼働時間

• 最終オイル交換以降の累積時間

• 最終オイル交換以降の充填オイル量

サンプルの容器に汚れや水分がないことを確認
します。また，サンプルの容器にラベルが正し
く取り付けられているか確認します。

クランクケース内のオイルを代表するサンプル
を採取するために、よく攪拌された暖かいオイ
ルをサンプルとして採取します。

オイルサンプルへの異物混入を防止するため，
オイルサンプル採取に使用する工具および消耗
品は清浄にする必要がある。

このサンプル試験では，オイルの品質,オイル
に混入したクーラントの有無,オイルに混入し
た金属粒子（鉄分）の有無およびオイルに混
入した非鉄金属の有無を確認できます。

i05765750

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルルおおおよよよびびびフフフィィィルルル
タタタ --- 交交交換換換

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整、修理作業中に
液体類がこぼれないようにしてください。液体類の
入っている部分を開いたり、液体類の入っている構
成部品を分解する際には、液体類を回収する適切な
容器を準備してください。

液体類は、必ず地域の法規則に従って廃棄してくだ
さい。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。
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エンジンが冷めているときにエンジン潤滑油を
抜き取らないでください。エンジン潤滑油が冷
めていると，浮遊廃物粒子がオイルパンの底に
沈殿します。オイルを冷めた状態で排出する
と，こうした廃物粒子を取り除くことができま
せん。エンジンが停止した状態でオイルパンの
排出を行ってください。オイルパンからの排出
は，オイルが温かいうちに行ってください。こ
の抜き取り手順に従うことで，オイル中に浮遊
している廃物粒子を適切に排出させることがで
きます。

この推奨手順に従わないと，新しいオイルを充
填しても，エンジンの潤滑系統を廃物粒子が循
環することになります。

エンジン潤滑油の排出

図
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代表例

11.. 適切な容器をエンジンオイルパンの下に設置
します。ドレーンプラグ(3)を取り外しま
す。 エンジンオイルを排出させます。

注注記記::使用する容器のサイズが廃棄オイルを収集で
きる大きさであることを確認してください。

22.. ドレーンプラグ(3)からシーリングワッシャ
を取り外します。シーリングワッシャを廃棄
します。

33.. ドレーンプラグ(3)に新しいシーリングワッ
シャを取り付けます。エンジンオイルパンに
ドレーンプラグを取り付けます。プラグを
68 N·m (50 lb ft)のトルクで締め付けます。

オイル･フィルタの交換
表 21

必要なツール

ツール 部品番号 部品名称 数量

A - ストラップレンチ 1

注意
Perkins の オ イ ル フィ ル タ は Perkins Engine
Company LTD の仕様に沿って製造されています。
Perkins Engine Company LTD が推奨していないオ
イルフィルタを使用すると，エンジンに深刻な損傷
が生じる恐れがあります。フィルタ処理されていな
いエンジンオイルに含まれる大きな粒子が，エンジ
ン損傷の原因となります。 Perkins Engine Company
LTD が推奨していないオイルフィルタを使用しな
いでください。

注注記記::6つすべてのオイルフィルタはセットで交換す
る必要があります。

図
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代表例

11.. ツール(A)を使用してオイルフィルタ(4)を取
り外します。

22.. フィルタベース(6)のシール面に汚れがない
ことを確認します。

33.. シールリング(5)にきれいなエンジンオイル
を塗布します。オイルフィルタにきれいなエ
ンジンオイルを充填します。オイルフィルタ
に追加されたエンジンオイルが汚染されてい
ないことを確認します。新しいオイルフィル
タ(4)を取り付けます。

注注記記::手の圧力だけでオイルフィルタを締め付けま
す。
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オイルパンの充填
適切なオイルについては，取扱説明書推奨液体
類を参照してください。

111... フィラキャップを取り外す。

222... 適切な量の新しいエンジン潤滑油を，オイル
パンに充填します。詳細については，取扱説
明書交換時の容量を参照してください。

注意
補助オイルフィルタシステム，またはリモートフィ
ルタシステムが装備されている場合は，OEMまたは
フィルタ製造メーカーの推奨事項に従ってくださ
い。クランクケースに充填されるオイルに過不足が
あると，エンジンが損傷する原因になる場合があり
ます。

注注注記記記:::エンジンを始動する前に，スタータでエンジ
ンをクランクして油圧を得ます。

333... エンジンを始動し，2分間運転します。この
手順は，潤滑系統およびオイルフィルタにオ
イルを充填させるためのものです。オイル
フィルタにオイル漏れがないか点検します。

444... エンジンを停止し，オイルがオイルパンに戻
るまで最低10分間待ちます。

図
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(Y) “Min”（最低）マーク。 (X) “Max”（最大）マー
ク。

555... エンジンオイルレベルゲージ(2)を抜いて，
オイルレベルを点検します。オイルレベル
は，エンジンオイルレベルゲージの「 “MIN”
」（最低）マークと「 “MAX”」（最大）マー
クの間になるよう維持します。

i05765769

エエエンンンジジジンンン保保保護護護装装装置置置--- 点点点検検検

アラームと停止機能は正常に働かないと意味を
なしません。アラームはオペレータに警告を適
時に与えます。シャットオフはエンジンの損傷
を未然に防ぐものです。エンジンの通常運転中
は，保護装置が正しく機能するかの確認は不可
能です。エンジン保護装置の試験を行うため
に，故障を擬似的に発生させる必要がありま
す。

エンジン保護装置のキャリブレーションの点検
によって，アラームとシャットオフ機能が設定
値で作動することを確かめることができます。
エンジン保護装置が正常に機能していることを
確かめてください。

注意
試験中は、異常な運転状況をシミュレーションしな
ければなりません。

エンジンへの損傷を未然に防止するために、この試
験は正しく実施されなければいけません。

エンジンへの損傷を防ぐために，認定を受けた
整備担当者またはPerkins ディーラのみが，こ
の試験を実施してください。

目視点検
すべてのゲージ、センサ、配線類の状態を目視
点検します。緩み，損傷，破損が生じている配
線やコンポーネントを調べます。損傷を受けて
いる配線やコンポーネントは即座に修理するか
交換してください。

i05765755

エエエンンンジジジンンン･･･バババルルルブブブ･･･ラララッッッシシシュュュ --- 点点点
検検検／／／調調調整整整
(バルブおよびバルブブリッジ)

注意
この保守整備作業を実施するのは、有資格整備士に
限ります。完全なバルブ･ラッシュ調整手順につい
ては、サービス･マニュアルをご参照いただくか、
あるいは最寄のパーキンス 社販売店、またはパー
キンス 社特約代理店にお問い合わせください。

パーキンス 社製エンジンを不適切なバルブ・ラッ
シュで運転すると、エンジン効率が減退し、その上
エンジン構成部品の耐用年数も短くなります。
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こここののの保保保守守守整整整備備備中中中ははは、、、エエエンンンジジジンンンががが始始始動動動ででできききななないいいよよよううう
にににしししてててくくくだだださささいいい。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、始始始動動動モモモーーー
タタタををを使使使っっってててフフフララライイイホホホイイイーーールルルををを回回回さささななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。

高高高温温温のののエエエンンンジジジンンン構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて、、、火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。バババルルルブブブ･･･ラララッッッシシシュュュ･･･クククリリリアアアラララ
ンンンスススののの測測測定定定／／／調調調整整整ををを行行行ううう前前前ににに、、、充充充分分分にににエエエンンンジジジンンンををを
冷冷冷ままましししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注記記記:::バババルルルブブブブブブリリリッッッジジジははは，，，バババルルルブブブラララッッッシシシュュュををを調調調整整整すすす
るるる前前前ににに補補補正正正すすするるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

正しい手順については，作動原理，試験および
調整Valve Lash - Adjustを参照してください。

i05765768

フフファァァンンンドドドララライイイブブブプププーーーリリリ --- 点点点検検検

111... エンジンの電気供給を停止します。

図
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g01238304

代表例

222... ガード（図示されていない）を取り外して
ファンドライブプーリ(1)の作業ができるよ
うにします。

図
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g01238305

333... グラブネジ(2)を90 N·m (66 lb ft)のトルク
で締め付けます。

444... ガード（図示されていない）を取り付けま
す。

555... エンジンの電気供給を開始します。

i05765758

燃燃燃料料料イイインンンジジジェェェクククタタタ --- 点点点検検検///調調調整整整

注意
この整備を行うのは，資格を持った整備士だけであ
る。フュエルインジェクタの点検または調整に関す
る一連の手順については，整備解説書を参照する
か，認定を受けたPerkins の代理店にお問い合わせ
ください。

フュエルインジェクタを点検または調整せずに
Perkins エンジンを運転すると，エンジン効率を低
下させたり，エンジンコンポーネントの寿命が短く
なったりすることがあります。

フュエルインジェクタの点検および調整の正し
い手順については，作動原理，試験および調整
Fuel Injector Adjustmentを参照してくださ
い。

i05765764

燃燃燃料料料系系系統統統－－－プププララライイイミミミンンングググ

フュエルシステムに空気が混入した場合，エン
ジンを始動する前にフュエルシステムから空気
を抜く必要があります。次の状態が生じると，
空気がフュエルシステム内に混入することがあ
る。
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• 燃料デイタンク が空になっているか，部分的に
排出されている。

• 低圧側のフュエルラインが切り離されている。

• 低圧フュエルシステムに漏れがある場合。

• フュエルフィルタを交換した場合。

次の手順でフュエルシステムのエア抜きをして
ください。

注注記記::ウォータセパレータ（装着の場合）からフュ
エルシステムを抜き取らないでください。

11.. フュエル･システムが正常に作動しているこ
とを確かめる。燃料デイタンクからの燃料
供給が「 “ON”」位置になっていることを確認
します。

図
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g01280510

代表例

22.. 燃料がこぼれた場合に受け止めるため，適切
な容器をティーピース(2)の下に設置してお
きます。

注注記記::燃料が漏出したら，すぐに拭き取ってくださ
い。

33.. ティーピース(2)の接続部(1)を緩めます。

44.. ハンドル(4)を緩めてフュエルプライミング
ポンプ(3)を作動させます。 空気が含まれて
いない燃料がティーピース(2)から流れるま
でハンドルを動かします。

55.. ティーピース(2)の接続部(1)を締め付けま
す。

図
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g01237503

代表例

66.. 燃料がこぼれた場合に受け止めるため，バン
クAのフュエルレール (7)のリアの下に適切な
容器を設置しておきます。

注注記記::燃料が漏出したら，すぐに拭き取ってくださ
い。

77.. 接続部(5)を緩めます。

88.. 空気が含まれていない燃料が接続部(5)から
流れるまで，ハンドル(4)を操作します。

99.. 接続部(5)を締め付けます。

1100.. 接続部(6)および(8)を緩めます。

1111.. 空気が含まれていない燃料が接続部(6)およ
び(8)から流れるまで，ハンドル(4)を操作し
ます。

1122.. 接続部(6)および(8)を締め付けます。

これで1つのシリンダがプライミングされま
した。一定量の燃料が残りのシリンダに到達
します。

1133.. ハンドルを押して回し，プライミングポン
プをロック位置に戻します。

1144.. スタータモータを作動させ，エンジンをク
ランキングします。 エンジンが始動したら，
5分以上運転します。

注注記記::この間エンジンを作動させることで，残って
いる空気がフュエルシステムから除去されます。

66 SJBU8191
交換容量
燃料系統－プライミング



i05765724

燃燃燃料料料系系系統統統フフフィィィルルルタタタ －－－ 交交交換換換

燃燃燃料料料ががが高高高熱熱熱ののの表表表面面面まままたたたははは電電電気気気回回回路路路部部部品品品ののの上上上ににに漏漏漏れれれ
たたたりりり、、、こここぼぼぼれれれたたたりりりすすするるるととと、、、火火火災災災ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタままま
たたたはははウウウオオオーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタををを交交交換換換すすするるる場場場合合合ははは、、、始始始動動動
スススイイイッッッチチチををを「「「OOOFFFFFF」」」位位位置置置ににに回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料
がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合ははは直直直ちちちににに取取取除除除いいいてててきききれれれいいいにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

フュエルフィルタ（ウォータセパ
レータを装着）
表 22

必要なツール

ツール 部品番号 部品名称 数量

A - ストラップレンチ 1

111... エンジンの燃料供給を停止します。

222... フュエルフィルタの下には適切な容器を置
き，流出する燃料を受けるようにしておきま
す。

注注注記記記:::燃料がこぼれたら直ちに拭き取る。

図
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g02775756

代表例

333... ドレーンプラグ(2)を緩めます。溶液を容器
に排出させます。

444... フュエルフィルタの外側を清掃します。
ツール(A)を使用して，キャニスタ(1)を取り
外します。キャニスタは各地域の規制に従っ
て廃棄してください。

555... 新しいキャニスタのOリングシールにきれい
な燃料油を塗布します。新しいキャニスタを
取り付ける。キャニスタを手で締め付けま
す。

666... ドレーンプラグ(2)を締め付けます。手の圧
力だけを使ってください。

777... 容器を取り外し，燃料を各地域の規制に従っ
て廃棄します。

888... エンジンの燃料供給を開始します。

999... フュエルシステムのプライミングを行いま
す。詳細は，取扱説明書フュエルシステム，
燃料系統のプライミングを参照してくださ
い。

111000... エンジンを始動して，運転する。 燃料系統
に漏れがないか点検する。

i05765773

燃燃燃料料料系系系統統統プププララライイイマママリリリ･･･フフフィィィルルルタタタ
／／／ウウウォォォーーータタタ／／／セセセパパパレレレーーータタタ －－－ 排排排
出出出

燃燃燃料料料ががが高高高熱熱熱ののの表表表面面面まままたたたははは電電電気気気回回回路路路部部部品品品ののの上上上ににに漏漏漏れれれ
たたたりりり、、、こここぼぼぼれれれたたたりりりすすするるるととと、、、火火火災災災ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタままま
たたたはははウウウオオオーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタををを交交交換換換すすするるる場場場合合合ははは、、、始始始動動動
スススイイイッッッチチチををを「「「OOOFFFFFF」」」位位位置置置ににに回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料
がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合ははは直直直ちちちににに取取取除除除いいいてててきききれれれいいいにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

注意
ウォータ･セパレータ･エレメントは、通常のエンジ
ン運転中は吸引状態になっています。燃料系統に空
気が入るのを防ぐため、ドレーン･バルブがしっか
り締まっていることを確かめてください。
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111... ウォータセパレータの下には適切な容器を置
き，流出する燃料を受けるようにしておきま
す。

注注注記記記:::燃料がこぼれたら直ちに拭き取る。

図
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g01237449

代表例

222... ドレーンプラグ(1)を緩めます。汚れのない
燃料が見えるまで，液体を容器に排出しま
す。

333... ドレーンプラグ(1)を締め付けます。手の圧
力だけを使ってください。排出された液体
は，各地域の規制に従って廃棄してくださ
い。

i05156938

燃燃燃料料料タタタンンンククク内内内ののの水水水おおおよよよびびび沈沈沈殿殿殿物物物
--- 排排排出出出

注意
製品の点検,保守整備,試験,調整および修理作業中
に液体類がこぼれないようにしてください。液体類
の入っている部分を開いたり、液体類の入っている
構成部品を分解する際には、液体類を回収する適切
な容器を準備してください。

液体類は、必ず地域の法規則に従って廃棄してくだ
さい。

フュエルタンク
燃料の品質はエンジンの性能と耐用年数に係わ
る重要な要素です。燃料中の水分は、燃料系統
に極度の摩耗を起こすことがあります。

水分混入は，フュエルタンクの充填時に起こる
場合がある。

燃料の加熱および冷却中に結露が起きます。こ
の結露は、燃料が燃料系統を通過してフュエ
ル･タンクに戻るときに発生します。 これによ
りフュエル･タンクに水が溜まります。フュエ
ル･タンクの水抜きを定期的に実施し、信頼で
きる燃料供給元から燃料を入手することによ
り、燃料に水分が溜まるのを除去すのに役立ち
ます。

水分および沈殿物を排出してくださ
い。
フュエル･タンクにはタンク底部から水と沈殿
物を排出できる設備があります。

水と沈殿物を排出するために、フュエル･タン
クの底部にあるドレーン･バルブを開きます。
ドレーン・バルブを閉じます。

燃料は毎日点検します。フュエルタンク充填後
の水分と沈殿物の排出は，5分間待ってから実
行する。

毎日、運転後には燃料補給を行い、湿った空気
をタンクから追い出します。これは結露の防止
に役立ちます。タンクの一番上まで燃料を充填
しないでください。燃料は温まると膨張しま
す。タンクから燃料がこぼれる可能性がありま
す。

フュエル･タンクには、供給配管の位置によっ
て水と沈殿物が、燃料供給配管の末端に溜まる
構造のものがあります。一部のフュエル･タン
クでは、タンク底部から直接供給配管に燃料を
送り出す構造のものもあります。エンジンにそ
うしたシステムが装備されている場合は、燃料
系統フィルタを定期的にメンテナンスすること
が大切です。

燃料貯蔵タンク
次の間隔にて，燃料貯蔵タンクから水分と沈殿
物を排出する。

• 毎週

• サービス間隔

• タンク充填時

これにより水分や沈殿物が、燃料貯蔵タンクか
らエンジンのフュエル･タンクに汲み出される
ことを防止できます。
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大型貯蔵タンクを移動した場合や補給した場合
は、沈殿物が落ち着くよう、エンジンのフュエ
ル･タンクに補給するまでに充分時間を置きま
す。大容量貯蔵タンク中の内部バッフルも沈殿
物を捕捉するのに役立ちます。貯蔵タンクから
ポンプ圧送される燃料を濾過すると、燃料の品
質確保に役立ちます。可能な場合は、ウォー
タ･セパレータを使用してください。

i05765765

フフフュュュエエエルルルトトトララランンンスススフフファァァポポポンンンプププ
（（（リリリフフフトトトポポポンンンプププ））） --- 点点点検検検

リフトポンプに漏れがないか目視点検します。
リフトポンプは，修理できない部品です。故障
しているリフトポンプを交換します。漏れがあ
るリフトポンプを交換します。

リフトポンプの交換

リフトポンプの取外し

111... リフトポンプへの燃料供給を停止します。

222... 燃料がこぼれた場合に受け止めるため，適切
な容器をリフトポンプの下に設置しておきま
す。

注注注記記記:::燃料が漏出したら，すぐに拭き取ってくださ
い。

図

65

g01280509

333... フュエルプライミングポンプ(5)を取り外し
ます。

444... フュエルライン(3)および接続部(1)を切り離
します。フュエルラインに適切なキャップを
取り付けます。

555... 2つのナット(4)を取り外します。

666... フュエルリフトポンプ(2)を取り外します。

777... リフトポンプ(2)からジョイントを取り外し
ます。ジョイントを廃棄します。

リフトポンプの取付け

111... 新しいジョイントをリフトポンプ(2)に取り
付けます。

222... ドライブをリフトポンプ(2)に合わせます。
リフトポンプを取り付けます。

注注注記記記:::リフトポンプを取り付けるとき，オイルシー
ルを損傷しないようにしてください。

333... ナット(4)を取り付けます。ナットを25 N·m
(18 lb ft)のトルクで締め付けます。

444... キャップをフュエルライン(3)から取り外し
ます。フュエルラインおよび接続部(1)を接
続します。フュエルラインおよび接続部を
50 N·m (37 lb ft)のトルクで締め付けます。
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555... フュエルプライミングポンプ(5)をリフトポ
ンプ(2)に取り付けます。

666... リフトポンプへの燃料供給を開始します。

777... フュエルシステムのエア抜きを行う。詳細
は，取扱説明書フュエルシステム -燃料系統
のプライミングを参照してください。

i05765757

ガガガバババナナナアアアクククチチチュュュエエエーーータタタ --- 点点点検検検

ガバナが正しく作動するように，コントロール
ボックスはアクチュエータに合わせてキャリブ
レーションしなければなりません。コントロー
ルボックスからのフィードバックパラメータ
は，アクチュエータの0 %および100 %の位置に
対応させる必要があります。ガバナシステムの
キャリブレーションを定期的に点検してくださ
い。詳細については，スペシャルインストラク
ションPandoras Digital Governorを参照してく
ださい。

i05196300

ホホホーーースススおおおよよよびびびクククララランンンプププ －－－ 点点点検検検
／／／交交交換換換

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

運転中のエンジンを点検する場合、必ず適切な
点検手順に従って液体の浸透による危険を避け
てください。取扱説明書安全に関する一般事項
を参照してください。

すべてのホースに対し，次の状態に起因した漏
れがないかを検査する。

• 亀裂

• 軟化

• クランプの緩み

亀裂があったりや軟化したホースは交換してく
ださい。クランプの緩みは，すべて締め付ける
こと。

以下の状態をチェックしてくだい。

• 継手端の損傷や漏れ

• アウタ・カバーの摩損や切込み

• 補強ワイヤの露出

• アウタ・カバーの部分的な膨張

• ホース加撓部の折れ曲がりや潰れ

• アウタ・カバーに外装部がめり込んでいる

定トルクホースクランプは，標準ホースクラン
プの代わりに使用できる。定トルクホースクラ
ンプを使用する場合は，標準クランプと同サイ
ズであることを確かめること。

極端な温度変化に曝されるホースには硬化が生
じる。ホースに生じる硬化は，ホースクランプ
が緩む原因となる。これにより漏れが生じるお
それがあります。 定トルクのホース･クランプ
を使用すると、ホース･クランプの緩みを防ぐ
のに役立ちます。

各設置用途は異なる場合があります。違いは次
の要素により左右されます。

• ホースの種類

• 継ぎ手材質の種類

• ホースの伸縮具合

• 継手の伸縮具合

ホースとクランプの交換
フュエルホースの取付けと交換の詳細について
は，OEMの資料を参照（装着の場合）。

クーラントシステムおよびそこで用いるホース
は通常，Perkins からは提供されない。ここに
示しているのは，一般的なクーラントホースの
交換手順である。 クーラントシステムおよびそ
こで用いるホースの詳細については，OEMの資
料を参照。

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

111... エンジンを停止してください。エンジンを
冷ましてください。
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222... 圧力をすべて解放するには、クーリング･シ
ステム･フィラ･キャップを徐々に緩めます。
クーリング･システム･フィラ･キャップを取
り外します。

注注注記記記:::汚れていない適切な容器を用意して，そこに
クーラントを排出させる。 冷却水は再利用すること
ができます。

333... 交換しようとするホースより下に水位が到達
するまでクーリング･システムから冷却水を
排出してください。

444... ホース･クランプを取り外してください。

555... 古いホースを取り外してください。

666... 古いホースを新品のホースに交換してくださ
い。

777... トルクレンチを用いてホースクランプを取り
付ける。

注注注記記記:::使用可能なクーラントについては，本取扱説
明書液体の推奨事項を参照。

888... クーリング･システムに再充填してくださ
い。クーリングシステムの再充填の詳細につ
いては，OEMの資料を参照。

999... クーリング･システム･フィラ･キャップを洗
浄します。クーリングシステムフィラキャッ
プのシールを点検する。シールが損傷してい
た場合は，クーリングシステムフィラキャッ
プを交換する。クーリング･システム･フィ
ラ･キャップを取り付けます。

111000... エンジンを始動します。クーリング・シス
テムに漏れがないか点検します。

i05765752

オオオーーーバババーーーホホホーーールルル(((メメメジジジャャャーーー)))

メジャー・オーバーホールの計画
メジャーオーバーホールの必要性はいくつかの
要因により決定します。

• オイル消費量の増加

• クランクケース･ブローバイの増加

• シリンダ圧縮比の低下と変動

メジャー･オーバーホールを決定付ける要因と
して他の要因を考慮しなければなりません。

• エンジンのサービス時間

• 潤滑オイルの摩耗金属分析

• 騒音と振動レベルの増加

潤滑オイルに摩耗金属が増えるということは、
ベアリングや金属表面の摩耗があり補修が必要
なことを示しています。騒音と振動レベルの上
昇は、回転部品の修理が必要なことを示してい
ます。

注注注記記記:::オイル分析の結果、潤滑オイル内の摩耗破片
が減少を示すこともあります。 ボアが研磨されるよ
うにシリンダ･ライナが摩耗する恐れがあります。
また、オイルの使用量が増えると、摩耗金属の混入
率が下がります。

エンジンのサービス時間に伴いエンジンをモニ
タしてください。 メジャーオーバーホールの計
画については，Perkins Engines Stafford にお
問い合わせください。

注注注記記記:::エンジンのオーバーホールを行う場合、被駆
動装置の修理も必要になることがあります。 被駆動
装置のOEMが提供する資料を参照してください。

メジャー・オーバーホールに関する
情報
メジャーオーバーホールでは，すべてのベアリ
ング，シール，ジョイント，および摩耗するコ
ンポーネントを分解する必要があります。部品
はすべて清掃します。その後，部品を点検しま
す。必要に応じて，部品を交換します。クラ
ンクシャフトを点検して摩耗を測定します。ク
ランクシャフトを再研磨する必要があることも
あります。または，クランクシャフトの交換が
必要なこともあります。

コンポーネントの点検
メジャーオーバーホールでは次のコンポーネン
トを点検します。
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• エンジン搭載型アフタクーラ

• カムシャフト

• カムシャフトフォロワ

• コンロッドおよびベアリング

• クランクシャフトおよびベアリング

• ギヤトレーン

• 吸入空気パイプ

• オイルクーラ

• ピストンおよびリング

• シリンダライナ

クランクシャフトバイブレーションダンパを交
換します。

i05765741

オオオーーーバババーーーホホホーーールルル(((トトトッッップププエエエンンンドドド)))

トップ･エンド･オーバーホールの計
画
トップエンドオーバーホールは，バルブステム
の後退度合に従って計画する必要があります。
測定値はバルブの摩耗具合を正確に表します。
測定値はシリンダ･ヘッドの交換時期を予測す
るのに使用できます。

注注注記記記:::通常、シリンダ･ヘッドは様々な割合で摩耗し
ます。 場合により、シリンダ･ヘッドを別々の時期
に整備することが最も経済的になることがありま
す。 これは、個々のシリンダのバルブ･ステム突出
量に左右されます。 しかしこの決定を行なう際に、
この作業を実施することによって発生するダウンタ
イムの費用を考慮しなければなりません。 シリン
ダ･ヘッドを大きな整備グループにまとめるか、小
さな整備グループに分けるかの経済分析を行ってく
ださい。

トップ･エンド･オーバーホール要領
トップエンドオーバーホールにはシリンダヘッ
ドの整備が含まれます。トップエンドオーバー
ホールでは1つのピストンを取り外す必要があ
ります。ピストン，ピストンリング，およびシ
リンダライナを点検します。これらのコンポー
ネントの状態によって，メジャーオーバーホー
ルの期間が決まります。詳細については，整備
解説書を参照してください。

バルブシートの摩耗のモニタ
500サービス時間ごとにバルブラッシュが記録
されます。バルブシートの摩耗のモニタは，バ
ルブラッシュを調整する前に実施する必要があ
ります。

111... ロッカカバーを取り外します。

222... 詳細は，作動原理，試験および調整Valve
Lash - Inspect/Adjustを参照してください。

333... すべてのエンジンシリンダについて，調整前
にクリアランスを記録します。

444... バルブブリッジを設定します。

555... バルブラッシュを0.4 mm (0.016 in)に調整し
ます。

記録した値を使用して，バルブシートの過度な
摩耗を確認できます。記録した値を使用して，
トップエンドオーバーホールの予定を立てられ
ます。

バルブラッシュの記録例
表 23

A1シリンダのクリアラ
ンスの記録

バルブ摩耗の合計

時間 吸気 排気 吸気 排気

500 0.4 mm 0.4 mm 0 0

1000 0.4 0.4 0 0

1,500 0.35 0.35 0.05 0.05

2000 0.35 0.35 0.1 0.1

2500 0.3 0.3 0.2 0.2

3000 0,25 0.3 0.35 0.3

3500 0,25 0.35 0.5 0.35

4000 0,25 0.3 0,65 0.45

4,000時間運転後，バルブシートの摩耗は吸入
側が0.65 mm (0.026 in)，排気側が0.45 mm
(0.018 in)です。

注注注記記記:::バルブシートの摩耗の最大許容値は1.00 mm
(0.040 in)です。

この例では，4,000時間運転後もバルブはまだ
利用可能です。

バルブが摩耗の最大許容値に近づいた場合は，
ロッカを取り外してシリンダヘッド面からバル
ブステムの一番上まで測定できます。新しいバ
ルブを取り付けると，バルブステムの出っ張り
は29.75 mm (1.171 in)になります。そのため，
摩耗の最大許容値は30.75 mm (1.211 in)になり
ます。
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i05765745

ラララジジジエエエーーータタタ --- 清清清掃掃掃
注注注記記記:::運転環境の状況に応じて清掃の頻度を調整し

てください。
損傷したフィン,腐食,汚れ,グリース,虫,葉,
オイルおよびその他の異物がないかラジエー
タを点検します。必要であれば，ラジエータを
清掃する。

圧圧圧縮縮縮空空空気気気ににによよよっっってててははは、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああ
りりりままますすす。。。

正正正しししいいい手手手順順順ににに従従従わわわななないいいととと、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。圧圧圧縮縮縮空空空気気気ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、保保保護護護マママ
スススクククおおおよよよびびび保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

清清清掃掃掃ににに使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、ノノノズズズルルルののの最最最高高高空空空気気気圧圧圧ははは
222000555 kkkPPPaaa (((333000 pppsssiii)))未未未満満満でででなななけけけれれればばばなななりりりままませせせんんん。。。

固まりになっていない異物の除去には，加圧空
気の使用が適しています。ファンの空気流と反
対方向から圧縮空気を吹き付けます。ノズルは
ラジエータフィンから約6 mm (0.25 in)離して
保持します。エアノズルの移動は，ラジエータ
チューブアセンブリに沿って平行にゆっくり動
かします。このようにして，チューブ間の異物
を取り除きます。

清掃には，加圧水を使用することもできます。
清掃用に使用する加圧水は，275 kPa (40 psi)
より低くなくてはなりません。付着した泥を柔
らかくするには，加圧水を使用します。両側か
らコアの汚れを落とします。

脱脂剤とスチームを使って，オイルとグリース
を取り除きます。コアの両側を清掃します。
洗浄剤とお湯を使ってコアを洗ってください。
コアをきれいな水で十分にすすぎます。

ラジエータの清掃後，エンジンを始動させま
す。エンジンを運転する。この操作は，異物
の除去とコアの乾燥に役立ちます。エンジンを
停止してください。コア背後のライトを用い
て，コアの汚れを点検します。必要に応じて，
清掃を繰り返してください。

フィンに破損がないか点検してください。曲
がったフィンは“コーム”を使って元の形状に
戻せることがあります。溶接,マウンチングブ
ラケット,エア配管,接続,クランプおよび
シールの状態を点検します。必要な場合は，修
理を行う。

i05156915

過過過酷酷酷ななな使使使用用用条条条件件件 --- 点点点検検検

苛酷な使用状況とは，公表されている基準値を
超える状態でエンジンを運用することを意味す
る。 Perkins では，次のエンジンパラメータに
関する基準が定められている。

• 各種の性能（出力や回転数の範囲，燃費など）

• 燃料品質

• 運用時の標高

• 保守整備間隔

• オイルの種類とメンテナンス

• クーラントの種類とメンテナンス

• 環境品質

• 設置

• エンジン中の溶液の温度

エンジンの運用状態が基準内であるかを確認し
たい場合は，各エンジンの運用基準を参照する
か，Perkins ディーラまたはPerkins の代理店
に問い合わせること。

苛酷な使用状況では，コンポーネントの摩耗が
促進されることがある。苛酷な条件下で運用さ
れるエンジンについては，信頼性と稼働時間を
最大化するにあたって，より頻繁なメンテナン
スが必要になることがある。

運用条件は個々の事例ごとに異なるため，苛酷
な使用状況を構成するすべての要素を，ここで
特定することはできない。特定のエンジンのみ
で必要とされるメンテナンス要件については，
Perkins ディーラまたはPerkins の代理店に問
い合わせること。

苛酷な使用状況を構成する要素には，運用する
環境，誤った運用手順，誤った整備手順があ
る。

環境要因
外外外気気気温温温度度度 –エンジンは，極端な低温あるいは高
温の環境下で長時間運転される可能性がある。
寒冷温度でエンジンを頻繁に始動および停止す
ると、カーボンの堆積によりバルブ構成部品を
損傷するおそれがあります。極端に高い吸入空
気温度は，エンジン性能を低下させる。

吸吸吸入入入気気気ののの状状状態態態 –定期的な清掃を行わないと，エ
ンジンはホコリや汚れの多い環境下で長時間運
転され続ける可能性がある。コンポーネント
が，泥，汚れ，ホコリで覆われた状態になるか
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もしれない。メンテナンスも困難になる恐れが
ある。堆積物には腐食性物質が含まれているお
それがあります。

ビビビルルルドドドアアアッッップププ – 一部のコンポーネントは，特定
の化合物，元素，腐食性物質，塩分による損傷
を受ける恐れがある。

標標標高高高 –設定時の想定高度よりも高い標高でエン
ジンを運用すると，問題が発生する恐れがあ
る。適切な調整を行うこと。

誤った運用手順
• 低速アイドル回転数での長時間運転

• 頻繁な高温での緊急停止

• 過剰な負荷状態での運転

• 過剰な回転数での運転

• 想定した運用の範囲外での運転

誤った整備手順
• 整備間隔の延期

• 燃料，潤滑油，クーラント/不凍液の推奨品以外
の使用

i05765736

回回回転転転数数数セセセンンンサササ －－－ 清清清掃掃掃///点点点検検検
(エンジンスピードセンサおよび
過回転センサ)
エンジンをクランキングすると，金属の小さな
粒子が発生します。これらの粒子は，クランク
シャフト位置センサおよび過回転センサの磁気
端部を汚染します。汚染によって，センサで生
成される信号に歪みが生じます。 定期的にセン
サの清掃および調整を行い，良好な信号を得る
ようにする必要があります。
表 24

必要なツール

ツール 部品番号 部品名称 数量

A SE253 クランクシャフト回転工具 1

エンジンスピードセンサ
クランクシャフト位置センサは，フライホイー
ルハウジングの右側に取り付けられています。

111... エンジンの電気供給を停止します。

図

66

g01237852

代表例

222... 接続部(3)を取り外します。ロックナット(1)
を緩めます。

333... センサ(2)を取り外します。

444... 乾いた柔らかい布を使用して，センサ(2)か
ら異物を取り除きます。

注注注記記記:::ワイヤブラシを使用してセンサを清掃しない
でください。 研磨物質を使用してセンサを清掃しな
いでください。

555... 工具(A)を取り付けます。ツール(A)を使用
してエンジンを回転させます。エンジンを回
転させてリングギヤの歯をねじ穴の中心に合
わせます。

666... センサ(2)がリングギヤに軽く当たるまで手
で慎重に取り付けます。

注注注記記記:::センサを締め付けないでください。
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図

67

g01237854

77.. センサ(2)を1回転分緩めて1 mm (0.04 in)の
クリアランス(X)を確保します。

88.. ロックナット(1)を締め付けます。センサ(2)
を回転させないでください。接続部(3)を接
続します。

99.. ツール(A)を取り外します。

1100.. エンジンの電気供給を開始します。

過回転センサ
過回転センサは，フライホイールハウジングの
左側に取り付けられています。

11.. エンジンの電気供給を停止します。

図

68

g01237853

代表例

22.. 接続部(3)を取り外します。ロックナット(1)
を緩めます。

33.. センサ(2)を取り外します。

44.. 乾いた柔らかい布を使用して，センサ(2)か
ら異物を取り除きます。

注注記記::ワイヤブラシを使用してセンサを清掃しない
でください。 研磨物質を使用してセンサを清掃しな
いでください。

55.. 工具(A)を取り付けます。ツール(A)を使用
してエンジンを回転させます。エンジンを回
転させてリングギヤの歯をねじ穴の中心に合
わせます。

66.. センサ(2)がリングギヤに軽く当たるまで手
で慎重に取り付けます。

注注記記::センサを締め付けないでください。

図
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77.. センサ(2)を1回転分緩めて0.5 ~ 0.8 mm
(0.02 ~ 0.03 in)のクリアランス(X)を確保し
ます。

88.. ロックナット(1)を締め付けます。センサ(2)
を回転させないでください。接続部(3)を接
続します。

99.. ツール(A)を取り外します。

1100.. エンジンの電気供給を開始します。
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i05765761

始始始動動動モモモーーータタタ －－－ 点点点検検検

スタータモータが故障していると，緊急時にエ
ンジンが始動しない危険性があります。スター
タモータについては，定期点検の実施を推奨し
ます。

注注注記記記:::スタータモータの不具合は，ソレノイドの誤
作動 および 電気始動システムの誤作動により発生
することがある。

電気系統について，次の状態を点検する。

• 接続部の緩み

• 腐食

• 配線の摩耗または擦り切れ

• 清浄度

必要な場合は，修理を行う。

エンジンの始動が正しく行われるには，スター
タモータピニオンとフライホイールリングギア
を常に良好な状態にしておく必要がある。ス
タータモータピニオンがフライホイールリング
ギヤに噛み合わないと，エンジンは始動できな
い。噛合いが正しくないと，スタータモータピ
ニオンやフライホールリングギアの歯を損傷さ
せる可能性がある。

スタータモータが正常に作動するか点検しま
す。エンジン始動時に擦れ合い音がしないかを
確認する。スタータモータピニオンおよびフラ
イホイールリングギヤの歯を点検します。歯の
磨耗パターンを確認する。破断や欠損した歯が
ないかを確認する。損傷した歯が見つかった場
合は，スタータモータピニオンとフライホイー
ルリングギヤを交換する必要があります。

スタータモータの取外しおよび取付けについて
は，稼動マニュアルTSL4165を参照してくださ
い。

i05765734

タタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャ－－－点点点検検検

ターボチャージャの定期的な点検および洗浄を
推奨します。タービン･ホイールが汚れると、
エンジン出力の損失およびエンジン効率全般が
損失する恐れがあります。

エンジンの作動にターボチャージャが故障する
と，ターボチャージャコンプレッサホイールや
エンジンが損傷する恐れがあります。ターボ
チャージャコンプレッサホイールが損傷する
と，コンプレッサホイールの破損した部品がエ
ンジンシリンダの中に入り込む恐れがありま
す。その結果、ピストン、バルブ、シリンダ･
ヘッドにも損傷を生じる恐れがあります。

注意
ターボチャージャ･ベアリングの故障によって、大
量のオイルが吸気システムおよび排気システムに侵
入する恐れがあります。エンジンの潤滑が滞ると、
エンジンに重大な損傷を生じる恐れがあります。

長時間の低速アイドル回転数での運転中に生じる
ターボチャージャ･ハウジングからの少量の漏れ
は、ターボチャージャ･ベアリングの故障が起きて
いない限り問題ありません。

ターボチャージャ･ベアリングの故障に伴ってエン
ジン出力が大幅に低下した場合（排気中の煙または
無負荷時のエンジン回転数の上昇）、ターボチャー
ジャを修理または交換するまでエンジンの運転を行
わないでください。

ターボチャージャを点検することで，突発のダ
ウンタイムを最小限にすることができます。ま
た、他のエンジン部品が損傷する恐れも少なく
なります。

注注注記記記:::ターボチャージャのコンポーネントは、精密
なクリアランスが必要です。 ターボチャージャ･
カートリッジは高速rpmで回転するため、バランス
を取る必要があります。

次の状態になっていると，ターボチャージャの
バランスが崩れます。

• 付着物の堆積

• 付着物の欠けおよび/あるいははく離

ターボチャージャを点検のため取り外す場合
は、注意が必要です。タービン･ホイールの付
着物を壊さないようにしてください。タービ
ン･ホイールを洗浄しようとしないでくださ
い。取外し，取付け，修理および交換に関する
オプションについては，整備解説書を参照する
か，Perkins の代理店にお問い合わせくださ
い。

111... ターボチャージャから排気アウトレット･パ
イプならびにエア･インレット･パイプを取り
外します。パイプにオイルが付着していない
か目視点検します。
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222... コンプレッサ･ホイールならびにタービン･ホ
イールを手で回します。アッセンブリが自由
に回転すること。コンプレッサ･ホイールと
タービン･ホイールがターボチャージャ･ハウ
ジングに接触していないか点検します。 ター
ビン･ホイールまたはコンプレッサ･ホイール
と、ターボチャージャ･ハウジングの間に、
目で見える接触の兆候や形跡があってはなり
ません。回転するタービン･ホイールまたは
コンプレッサ･ホイールと、ターボチャー
ジャ･ハウジングの間に接触の形跡がある場
合は、ターボチャージャを修理しなければな
りません。

333... コンプレッサ･ホイールが汚れていないか点
検します。ホイールの入口側だけが汚れてい
る場合は、汚れや水分がエア・フィルタ・シ
ステムから侵入しています。オイルがホイー
ルの背面だけに付着している場合は、ターボ
チャージャ･オイル･シールに不具合が発生し
ている可能性があります。

オイルの付着は，エンジンを無負荷で長時間
作動させた結果である場合があります。 吸気
に抵抗(エア・フィルタの詰り)があるとオイ
ルが入ることがあります。抵抗があるとター
ボチャージャ・コンプレッサのシールからオ
イルが漏れます。

注注注記記記:::タービン・ホイールには灰およびシリコーン
が付着することがあります。 その沈着物がはがれる
とタービン･ホイールのバランスが崩れます。 ター
ビンホイールのバランスが崩れると，ターボチャー
ジャカートリッジを交換しなければなりません。 し
かし、ハウジングの付着物は除去してください。 ハ
ウジングから付着物を取り除くことにより，新しい
タービンホイールのブレードの摩耗を防止します。

444... タービンホイールおよびハウジングに灰やシ
リコンの付着層がないか点検します。付着層
の厚みが1.6 mm (0.06 in)になっていた場合
や，タービンがハウジングと接触したりして
いた場合は，ターボチャージャアセンブリの
分解清掃が必要です。付着層の除去は難しい
ことがあります。

555... タービン･ハウジングのボアに腐食および付
着層がないか点検します。

666... ターボチャージャ･コンプレッサ･ハウジング
を標準の工場用溶剤および毛の軟らかいブラ
シで洗浄します。

777... エア･インレット･パイプならびに排気アウト
レット･パイプをターボチャージャ･ハウジン
グに固定します。

i05765747

見見見回回回りりり点点点検検検

通常，1回の見回り点検に要する時間は数分程
度です。これらの点検を行うことは，費用のか
かる修理や事故の回避に寄与します。

エンジンの耐用年数を最大限に延ばすには，エ
ンジンの始動前にエンジンコンパートメントを
入念に点検してください。オイルやクーラント
の漏れ、ボルトのゆるみ、ベルトの摩耗、接続
部のゆるみ、ゴミの堆積などがないか点検して
ください。必要に応じて修理を行います。

• ガードは適正な位置になければなりません。 損
傷した保護ガードは補修し，欠損している保護
ガードは交換します。

• システムの汚染を防ぐため，エンジン整備の開始
前にはキャップおよびプラグの汚れをすべて拭き
取っておきます。

注意
液体の種類（冷却水、潤滑油、燃料）を問わず、漏
れが生じているときは、液体を清掃してください。
漏れが発見された場合は、発生源を突き止め、漏れ
を修理してください。液体漏れが疑われる場合は、
漏れの発生源を突き止めて修理するか、漏れの疑い
が晴れるまでは、推奨頻度よりも頻繁に液体レベル
を点検してください。

注意
エンジンにグリースやオイルが付着していると，火
災事故の原因となります。付着したグリースやオイ
ルの蓄積は，すべて除去しておいてください。詳細
については，取扱説明書エンジン - 清掃を参照して
ください。

• クーリングシステムのホースが正しく確実に固定
されていることを確認します。 漏れがないか点
検する。 すべてのパイプの状態を点検します。

• ウォータ･ポンプにクーラントの漏れがないか点
検します。

注注注記記記:::ウォーターポンプシールは，クーリングシス
テムのクーラントによって潤滑されています。 エン
ジンが冷えて，部品が収縮するにつれ，少量の漏れ
が発生するが，これは異常ではない。

クーラントの著しい漏れは，ウォータポンプの
交換が必要であることを示している場合があり
ます。詳細については，取扱説明書ウォータポ
ンプ -点検を参照してください。必要に応じ
て，Perkins ディーラまたはPerkins の代理店
にお問い合わせください。
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• フロントクランクシャフトシール，リアクランク
シャフトシール，オイルパン，オイルフィルタ，
ロッカカバーの潤滑システムに漏れがないか点検
します。

• エアインテイクシステムのパイプおよびエルボに
ついて，亀裂やクランプの緩みがないか点検しま
す。 ホースおよびチューブについて，他のホー
スやチューブおよびワイヤリングハーネスとの接
触がないか確認します。

• 回転部品の周囲に障害物がないか確認します。

• オルタネータベルトおよびファンドライブベルト
に亀裂，破損，その他の損傷がないか点検しま
す。

• ワイヤリングハーネスに損傷がないか点検する。

複溝プーリのベルトは，セットで交換しなけれ
ばなりません。セットのうち1本のベルトだけ
交換すると，そのベルトには交換しなかったベ
ルトより大きな負荷がかかることになります。
古いベルトは引き伸ばされているからです。新
しいベルトに過剰な負荷がかかると，ベルトが
破断する危険性があります。

i05765737

ウウウォォォーーータタタ･･･ポポポンンンプププ --- 点点点検検検

ウォータポンプの故障は，エンジンに過度な
オーバーヒートを引き起こす原因となり，次の
ような状況を誘発する可能性があります。

• シリンダヘッドの亀裂

• ピストンの焼き付き

• その他エンジンへの潜在的損傷

注注注記記記:::ウォーターポンプシールは，クーリングシス
テムのクーラントによって潤滑されています。 エン
ジンが冷え，部品が収縮することによって生じる少
量の漏れは，正常な状態です。

ウォータポンプに漏れがないか目視点検しま
す。ウォータポンプは修理できない部品です。
漏れのあるウォータポンプを交換します。詳細
については，分解および組立を参照してくださ
い。
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保証編

保証情報
i02657880

有有有害害害排排排出出出ガガガススス保保保証証証情情情報報報

このエンジンは、製造時に法律で制定されてい
る有害排気ガス成分基準とガス状排出基準に適
合認定されており、有害排気ガス成分保証の対
象になります。ご使用のエンジンが有害排気
ガス成分規制認定を受けているか、また有害排
気ガス成分規制保証の対象になるかの判定につ
いては、最寄のパーキンス 社販売店、または
パーキンス社特約代理店にご相談ください。

SJBU8191 79
保証編

有害排出ガス保証情報



索索引引

英英数数字字

ガバナアクチュエータ - 点検 .........................70
バッテリ－交換...............................................46
バッテリまたはバッテリ･ケーブル－切離
し ...................................................................47
バッテリ電解液レベル－点検.........................47
プレートおよび合格証シールの位置 ..............19
エンジンの識別............................................19
シリアル番号プレート.................................19

ベルト－点検／調整／交換 (オルタネー
タベルト).......................................................49
Adjustment...................................................50
交換..............................................................50
点検..............................................................49

ベルト－点検／調整／交換 (ファンドラ
イブベルト)...................................................47
交換..............................................................48
調整..............................................................48
点検..............................................................48

安全に関する一般事項......................................7
液体の貫通.....................................................8
清掃用圧縮空気と加圧水...............................7
内部液体の漏出..............................................8

安全上の重要事項..............................................2
安全編................................................................6
一般情報..........................................................14
運転操作編.......................................................21
液体に関する推奨事項....................................30
ELCクーリングシステムのメンテナンス.....40
エンジンオイル............................................31
クーリングシステムの仕様.........................38
潤滑油の一般情報........................................30
燃料の仕様...................................................34

火災および爆発の防止......................................9
ライン，チューブおよびホース..................10
消火器 ..........................................................10

過酷な使用条件 - 点検 ....................................73
環境要因.......................................................73
誤った運用手順............................................74
誤った整備手順............................................74

回転数センサ－ 清掃/点検 (エンジンス
ピードセンサおよび過回転センサ) ..............74
エンジンスピードセンサ.............................74
過回転センサ...............................................75

寒冷時の始動...................................................27
機種外観..........................................................15
機種外観図.......................................................15

4012-46A ......................................................15
機能およびコントロール装置 .........................23
給油整備計画...................................................43
12 000サービス時間毎または6年毎 .............43
5000サービス時間ごと.................................43
500サービス時間、または1年毎..................43
500サービス時間ごと...................................43
50サービス時間毎または毎週......................43
7,500サービス時間ごと...............................43
最初の100サービス時間...............................43
不定期の整備...............................................43
毎日..............................................................43
毎年..............................................................43

給油整備編.......................................................30
警告ラベル.........................................................6
（1）汎用警告 ...............................................6
（2）クーラントの温度上昇..........................6

見回り点検.......................................................77
交換容量..........................................................30
始動モータ－点検..........................................76
製品識別情報...................................................19
製品情報編.......................................................14
吊上げおよび保管............................................21
電気系統..........................................................12
電子制御機器を装着したエンジンの溶接作
業 ...................................................................14

燃料インジェクタ - 点検/調整........................65
燃料タンク内の水および沈殿物 - 排出...........68
フュエルタンク............................................68
水分および沈殿物を排出してください。 ...68
燃料貯蔵タンク............................................68

燃料系統－プライミング.................................65
燃料系統フィルタ －交換...............................67
フュエルフィルタ（ウォータセパレータを装
着）............................................................67

燃料系統プライマリ･フィルタ／ウォータ
／セパレータ－ 排出....................................67

燃料節減のための推奨方法.............................28
被駆動装置 -点検............................................57
非常停止..........................................................29
保証情報..........................................................79
保証編..............................................................79
補充容量..........................................................30
クーリングシステム....................................30
フュエル･システム......................................30
潤滑系統.......................................................30

目次....................................................................3
有害排出ガス保証情報 ....................................79

80 SJBU8191
索引編



冷却系統冷却水(ELC) －交換 .........................51
ドレーン.......................................................51
フラッシング...............................................52
燃料充填.......................................................53

冷却系統冷却水レベル - 点検 .........................56

あ
アクチュエータ･コントロール･リンク機構
－ 潤滑...........................................................44
アフタクーラ･コア －清掃／試験..................44
アフタクーラ･コア －点検.............................45

う
ウォータ･ポンプ - 点検...................................78

え
エンジン－清掃...............................................57
エンジン･エア･クリーナ･エレメント－ 交
換 ...................................................................58
エンジン･エア･フィルタ･サービス･インジ
ケータ -点検.................................................58
サービスインジケータのリセット .............59
サービスインジケータの点検.....................58

エンジン･オイル･サンプル - 採取..................62
オイル分析プログラムの開始......................62
サンプルの採取および分析.........................62

エンジン･オイル･レベル - 点検......................61
エンジン･オイルおよびフィルタ - 交換.........62
エンジン潤滑油の排出.................................63
オイル･フィルタの交換...............................63
オイルパンの充填........................................64

エンジン・オイルフィルタ(オグジリアリ)
- 交換.............................................................60
エンジン運転中のフィルタ交換..................60

エンジン･クランクケース･ブリーザ -洗浄 ...59
エンジン･バルブ･ラッシュ - 点検／調整
(バルブおよびバルブブリッジ)....................64
エンジン･マウント（防振装置) - 点検...........60
エンジンオイルポンプ - 点検 .........................61
エンジンの運転...............................................28
エンジンの始動前..................................... 11, 26
エンジンの始動要領........................................26
エンジンの説明...............................................17
エンジンの仕様............................................17
エンジンの冷却と潤滑.................................18

エンジンの吊上げ............................................21
エンジンの停止後............................................29

エンジンの保管...............................................22
レベル “A” ....................................................22
レベル “B” ....................................................22
レベル “C” ....................................................22

エンジンへの登り降り ....................................11
エンジン始動............................................ 12, 26
通常のエンジン始動手順.............................26

エンジン停止............................................ 12, 29
エンジン電子機器............................................13
システム説明...............................................13

エンジン保護装置-点検..................................64
目視点検.......................................................64

お
オーバーホール(トップエンド)......................72
トップ･エンド･オーバーホールの計画.......72
トップ･エンド･オーバーホール要領...........72

オーバーホール(メジャー).............................71
メジャー・オーバーホールに関する情報 ...71
メジャー・オーバーホールの計画 ..............71

オルタネータ－点検.......................................45
オルタネータプーリ - 点検.............................45

く
クーリングシステムクーラントの交換 (防
止剤)..............................................................53
ドレーン.......................................................54
フラッシング...............................................55
燃料充填.......................................................55

け
けがの防止.......................................................11

せ
センサおよび電気構成部品.............................23
エンジンオイル圧力スイッチ......................25
クーラント温度スイッチ.............................24
スピードセンサ............................................24
センサの位置...............................................23
ブーストプレッシャセンサ .........................24
過回転センサ...............................................25

た
ターボチャージャ－点検.................................76

SJBU8191 81
索引編



は
はじめに............................................................4
オーバーホール..............................................4
カリフォルニア州 提案65による警告...........5
安全................................................................4
運転................................................................4
保守整備.........................................................4
保守整備間隔.................................................4
本書に関する情報..........................................4

ふ
ファンドライブプーリ - 点検 .........................65
フュエルトランスファポンプ（リフトポン
プ） -点検.....................................................69
リフトポンプの交換....................................69

ほ
ホースおよびクランプ－ 点検／交換.............70
ホースとクランプの交換.............................70

も
モニタリング･システム...................................23

や
やけどの防止.....................................................8
オイル ............................................................9
バッテリ.........................................................9
冷却水 ............................................................8

ら
ラジエータ - 清掃............................................73

82 SJBU8191
索引編



製製品品おおよよびび特特約約代代理理店店情情報報

注記: 製品識別プレート取り付け位置に関しては、”取扱説明書”の製品識別情報をご参照ください。

納納品品日日::

製製品品情情報報

機種:

製品識別番号:

エンジン・シリアル番号:

トランスミッション・シリアル番号:

発電機シリアル番号:

付属装置シリアル番号:

付属装置情報:

顧客装置番号:

特約代理店装置番号:

特特約約代代理理店店情情報報

店名: 支店:

住所:

特約代理店連絡先 電話番号 営業時間

販売:

部品:

整備:
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